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「地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律」の 

公布について（周知依頼） 

 

時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて標記の件につきまして、厚労省からの通知を受け、岡山県保健福祉部長寿社会課より 

平成 29 年 6 月 5 日 長寿第 523 号にて当協議会に周知依頼がありました。 

詳細につきましては、別添通知文書等でご確認いただき、貴所属会員様への周知を賜りた

いと存じます。ご協力の程よろしくお願いいたします。 

なお、お問い合わせは、岡山県保健福祉部長寿社会課 介護保険推進班（倉本様） 

TEL 086-226-7324 です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜岡山県介護保険関連団体協議会 事務局＞ 

ＮＰＯ法人 岡山県介護支援専門員協会（担当：髙塚） 

〒703-8258 

岡山市中区西川原 251-1 おかやま西川原プラザ別館 

ＴＥＬ  086-953-4953   ＦＡＸ  086-953-4954 

メール okakea@npo-ocma.org 

mailto:okakea@npo-ocma.org
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平成２９年６月５日 

 

 

 

岡山県介護保険関連団体協議会長 殿 

   

 

 

 

岡山県保健福祉部長寿社会課長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

 

「地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律」 

の公布について（通知） 

 

 このことについて、厚生労働省から別紙のとおり通知がありましたのでお知らせします。 

 つきましては、その内容を御了知の上、貴会員へ周知をお願いします。 

  

  

担当 介護保険推進班 倉本 

電話 ０８６－２２６－７３２４ 



 

- 1 - 

医政発０６０２第４号 

社援発０６０２第 10号 

老発０６０２第３号 

平成 29 年６月２日 

 

各都道府県知事 殿 

 

厚 生 労 働 省 医 政 局 長 

厚生労働省社会・援護局長 

厚 生 労 働 省 老 健 局 長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

「地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律」 

の公布について（通知） 

 

 

 地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律（平成 29年法

律第 52号。以下「改正法」という。）については、本日公布され、順次施行することとさ

れたところである。 

 改正の趣旨及び主な内容は、下記のとおりであるので、十分御了知の上、管内市町村（特

別区を含む。）を始め、関係者、関係団体等に対し、その周知徹底を図るとともに、その

運用に遺漏なきを期されたい。 

 

記 

 

第一 改正の趣旨 

   地域包括ケアシステムを強化するため、市町村介護保険事業計画の記載事項への被

保険者の地域における自立した日常生活の支援等に関する施策等の追加、当該施策の

実施に関する都道府県及び国による支援の強化、長期療養が必要な要介護者に対して

医療及び介護を一体的に提供する介護医療院の創設、一定以上の所得を有する要介護

被保険者等の保険給付に係る利用者負担の見直し並びに被用者保険等保険者に係る介

護給付費・地域支援事業支援納付金の額の算定に係る総報酬割の導入等の措置を講ず

ること。 

 

第二 改正法の主な内容 

 １ 介護保険法（平成９年法律第 123号）の一部改正（改正法第１条関係） 

  （１）国及び地方公共団体の責務に関する事項 

       国及び地方公共団体は、介護サービスに関する施策、介護予防のための施策及び

地域における自立した日常生活の支援のための施策を、医療及び居住に関する施策
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との有機的な連携を図りつつ包括的に推進するに当たっては、障害者その他の者の

福祉に関する施策との有機的な連携を図るよう努めなければならないものとするこ

と。（介護保険法第５条第４項関係） 

 

（２）認知症に関する施策の総合的な推進等に関する事項 

     ア 国及び地方公共団体は、認知症に対する国民の関心及び理解を深め、認知症で

ある者への支援が適切に行われるよう、認知症に関する知識の普及及び啓発に努

めなければならないものとすること。（介護保険法第５条の２第１項関係） 

     イ 国及び地方公共団体は、認知症である者の心身の特性に応じたリハビリテーシ

ョン及び認知症である者を現に介護する者の支援その他の認知症に関する施策を

総合的に推進するよう努めなければならないものとすること。（介護保険法第５

条の２第２項関係） 

     ウ 国及び地方公共団体は、認知症に関する施策を総合的に推進するに当たっては、

認知症である者及びその家族の意向の尊重に配慮するよう努めなければならない

ものとすること。（介護保険法第５条の２第３項関係） 

 

  （３）介護医療院の創設に関する事項 

     ア 介護医療院等の定義 

         「介護医療院」とは、主として長期にわたり療養が必要である要介護者に対し、

療養上の管理、看護、医学的管理の下における介護及び機能訓練その他必要な医

療並びに日常生活上の世話を行うことを目的とする施設として、ウの都道府県知

事の許可を受けたものをいい、「介護医療院サービス」とは、介護医療院に入所

する要介護者に対し、施設サービス計画に基づいて行われる療養上の管理、看護、

医学的管理の下における介護及び機能訓練その他必要な医療並びに日常生活上の

世話をいうものとすること。（介護保険法第８条第 29項関係） 

     イ 施設サービスへの追加 

         施設サービスに介護医療院サービスを追加し、介護医療院サービスを受けたと

きは、施設介護サービス費を支給するものとすること。（介護保険法第８条第 26

項及び第 48条関係） 

     ウ 開設許可 

         介護医療院を開設しようとする者は、厚生労働省令で定めるところにより、都

道府県知事の許可を受けなければならないものとすること。（介護保険法第 107

条関係） 

     エ 介護医療院の管理 

         介護医療院の開設者は、都道府県知事の承認を受けた医師に当該介護医療院を

管理させなければならないものとすること。（介護保険法第 109条関係） 

     オ 介護医療院の基準 

   （ア）介護医療院の開設者は、介護医療院の設備及び運営に関する基準に従い、要

介護者の心身の状況等に応じて適切なサービスを提供するとともに、自らサー

ビスの質の評価を行うことその他の措置を講ずることにより常にサービスを受
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ける者の立場に立ってこれを提供するように努めなければならないものとする

こと。（介護保険法第 110条関係） 

（イ）介護医療院は、療養室、診察室、処置室及び機能訓練室を有するほか、都道

府県の条例で定める施設を有しなければならないものとすること。（介護保険

法第 111条第１項関係） 

（ウ）介護医療院は、厚生労働省令で定める員数の医師及び看護師のほか、都道府

県の条例で定める員数の従業者を有しなければならないものとすること。（介

護保険法第 111条第２項関係） 

      （エ）（イ）及び（ウ）のほか、介護医療院の設備及び運営に関する基準は、都道

府県の条例で定めることとすること。（介護保険法第 111条第３項関係） 

     カ 設備の使用制限等 

         都道府県知事は、介護医療院が、療養室、診察室、処置室及び機能訓練室並び

に都道府県の条例で定める施設を有しなくなったとき、又は設備及び運営に関す

る基準に適合しなくなったときは、開設者に対し、その使用を制限等することが

できるものとすること。（介護保険法第 114条の３関係） 

     キ 介護医療院に関する経過措置 

         この法律の施行の日の前日において現に病院又は診療所を開設しており、その

名称中に病院等に類する文字を用いている者が、当該病院若しくは診療所を廃止

し、又はその病床数を減少させて介護医療院を開設した場合において、当該介護

医療院の名称中に介護医療院という文字を用いること等の要件に該当するもので

ある間は、当該介護医療院の名称中に病院等に類する文字を引き続き用いること

ができるものとすること。（改正法附則第 14条関係） 

 

（４）利用者負担の見直しに関する事項 

       介護給付及び予防給付について、一定以上の所得を有する第一号被保険者に係る

利用者負担の割合を、その費用の 100 分の 30 とすること。（介護保険法第 49 条の

２及び第 59条の２関係） 

 

  （５）居宅サービス等への市町村長の関与に関する事項 

       市町村長は、都道府県知事の行う居宅サービス及び介護予防サービスの指定につ

いて、市町村介護保険事業計画との調整を図る見地からの意見を申し出ることがで

きるものとし、都道府県知事は、その意見を勘案して、指定を行うに当たって、当

該事業の適正な運営を確保するために必要と認める条件を付することができるもの

とすること。（介護保険法第 70条及び第 115条の２関係） 

 

  （６）共生型居宅サービス事業者等に係る特例に関する事項 

       訪問介護、通所介護等の居宅サービス等に係る事業所について、児童福祉法（昭

和 22年法律第 164号）の指定（当該申請に係る居宅サービス等の種類に応当する種

類の障害児通所支援に係るものに限る。）又は障害者の日常生活及び社会生活を総

合的に支援するための法律（平成 17年法律第 123号）の指定（当該申請に係る居宅
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サービス等の種類に応当する種類の障害福祉サービスに係るものに限る。）を受け

ている者から指定の申請があった場合において、都道府県又は市町村の条例で別途

定める基準を満たしているときは、当該基準に照らして指定を行うことができるも

のとし、指定を受けた事業者は、当該基準に従わなければならないものとすること。

（介護保険法第 72条の２関係） 

 

  （７）地域密着型通所介護に係る指定に関する事項 

       地域密着型通所介護等の地域密着型サービスに係る指定の申請があった場合にお

いて、定期巡回・随時対応型訪問介護看護等の事業所が市町村の区域にある場合等

に該当し、かつ、当該市町村の長が、当該市町村における地域密着型通所介護等の

地域密着型サービスの種類ごとの量が、市町村介護保険事業計画において定める見

込量に既に達している等の場合に該当すると認めるときは、指定をしないことがで

きるものとすること。（介護保険法第 78条の２第６項関係） 

 

  （８）有料老人ホームに係る指定の取消し等に関する事項 

       市町村長は、都道府県知事から有料老人ホームの設置者に対して事業の制限又は

停止を命じた旨の通知を受けたときは、指定地域密着型サービス事業者に係る指定

を取り消し、又は期間を定めてその指定の全部若しくは一部の効力を停止すること

ができるものとすること。（介護保険法第 78条の 10関係） 

 

  （９）都道府県による市町村に対する支援等に関する事項 

     ア 市町村は、介護予防・日常生活支援総合事業等の事業の円滑な実施のために必

要な関係者相互間の連絡調整を行うことができるものとし、当該事業の関係者は、

当該事業に協力するよう努めなければならないものとすること。（介護保険法第

115条の 45の 10第１項及び第２項関係） 

     イ 都道府県は、介護予防・日常生活支援総合事業等の事業に関し、情報の提供そ

の他市町村に対する支援に努めるものとすること。（介護保険法第 115条の 45の

10第３項関係） 

 

  （10）地域包括支援センターの機能強化に関する事項 

       市町村等は、地域包括支援センターの事業について評価を行うとともに、必要な

措置を講じなければならないものとすること。（介護保険法第 115条の 46関係） 

 

  （11）被保険者の自立した日常生活の支援等に関し取り組むべき施策等に関する事項 

     ア 被保険者の地域における自立した日常生活の支援、要介護状態等となることの

予防又は要介護状態等の軽減若しくは悪化の防止及び介護給付等に要する費用の

適正化に関し、市町村が取り組むべき施策（以下「自立支援等施策」という。）

及びその目標に関する事項を市町村介護保険事業計画の記載事項に追加するとと

もに、市町村による自立支援等施策への支援に関し都道府県が取り組むべき施策

及びその目標に関する事項を都道府県介護保険事業支援計画の記載事項に追加す
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ること。（介護保険法第 117条第２項及び第 118条第２項関係） 

     イ 市町村は、オにより公表された結果その他の介護保険事業の実施の状況に関す

る情報を分析した上で、分析の結果等を勘案して、市町村介護保険事業計画を作

成するよう努めるものとすること。（介護保険法第 117条第５項関係） 

     ウ 市町村は、自立支援等施策の実施状況及びその目標の達成状況に関する調査及

び分析を行い、市町村介護保険事業計画の実績に関する評価を行うこととし、そ

の評価の結果を公表するよう努めるとともに、都道府県知事に報告するものとす

ること。（介護保険法第 117条第７項及び第８項関係） 

     エ 都道府県は、市町村による自立支援等施策への支援に関し都道府県が取り組む

べき施策の実施状況及びその目標の達成状況に関する調査及び分析を行い、都道

府県介護保険事業支援計画の実績に関する評価を行うこととし、その評価の結果

を公表するよう努めるとともに、厚生労働大臣に報告するものとすること。（介

護保険法第 118条第７項及び第８項関係） 

     オ 厚生労働大臣は、市町村介護保険事業計画等の作成、実施及び評価並びに国民

の健康の保持増進及びその有する能力の維持向上に資するため、介護給付等に要

する費用の額に関する地域別、年齢別又は要介護認定及び要支援認定別の状況等

の情報について調査及び分析を行い、その結果を公表するものとするとともに、

市町村は、厚生労働大臣に対し、調査及び分析に必要な情報を提供しなければな

らないこととすること。（介護保険法第 118条の２関係） 

     カ 都道府県はイの市町村の分析を支援するよう努めるとともに、都道府県内の市

町村による自立支援等施策に係る取組を支援する事業を行うよう努めるものとす

ること。（介護保険法第 120条の２関係） 

     キ 国は、市町村による自立支援等施策の取組を支援するため、市町村に対し、予

算の範囲内において、交付金を交付することとするとともに、都道府県による市

町村の自立支援等施策の実施状況及び目標の達成状況に関する分析の支援及び市

町村の自立支援等施策の支援のための事業に係る取組を支援するため、都道府県

に対し、予算の範囲内において、交付金を交付することとすること。（介護保険

法第 122条の３関係） 

 

（12）被用者保険等保険者に係る介護給付費・地域支援事業支援納付金の額の算定方法

等に関する事項 

     ア 被用者保険等保険者に係る介護給付費・地域支援事業支援納付金（以下「介護

納付金」という。）の額の算定について、被用者保険等保険者の標準報酬総額に

応じたものとすること。（介護保険法第 152条及び第 153条関係） 

     イ アの規定にかかわらず、平成 29 年度から平成 31 年度までの各年度の被用者保

険等保険者に係る介護納付金の額の算定について、平成 29 年度及び平成 30 年度

はその額の２分の１を、平成 31年度はその額の４分の３を、それぞれ被用者保険

等保険者の標準報酬総額に応じたものとするとともに、介護納付金の負担が重い

被用者保険等保険者の負担を全被用者保険等保険者において再按分することによ

り軽減する措置を行うこと。（介護保険法附則第 11条から第 14条まで関係） 



 

- 6 - 

     ウ ア及びイの規定にかかわらず、平成 29年度の被用者保険等保険者に係る介護納

付金の額は、イの規定により算定される額の 12分の８に相当する額と同年度にお

いて（12）の規定による改正前の介護保険法の規定により算定されることとなる

額の 12分の４に相当する額との合計額とすること。（改正法附則第４条及び第５

条関係） 

 

  （13）その他 

       その他所要の改正を行うこと。 

 

２ 健康保険法等の一部を改正する法律（平成 18 年法律第 83 号）の一部改正（改正法

第３条関係） 

   介護療養型医療施設に係るなおその効力を有するものとされた介護保険法等の有効

期限を６年延長すること。（健康保険法等の一部を改正する法律附則第 130 条の２関

係） 

 

３ 介護保険法施行法（平成９年法律第 124号）の一部改正（改正法第４条関係） 

   介護保険の被保険者としないこととされたことのある者に係る介護保険法の住所地

特例の規定の適用についての規定を整備すること。（介護保険法施行法第 11条関係） 

 

４ 健康保険法（大正 11年法律第 70号）の一部改正（改正法第５条関係） 

 （１）全国健康保険協会に対する国庫補助について介護納付金に係る総報酬割の導入に

伴う所要の見直しを行うこと。（健康保険法第 153条関係） 

 （２）その他所要の改正を行うこと。 

 

５ 児童福祉法の一部改正（改正法第６条関係） 

   介護保険法の居宅サービス事業者等の指定を受けている者及び障害者の日常生活及

び社会生活を総合的に支援するための法律の障害福祉サービス事業者の指定を受けて

いる者に係る障害児通所支援事業者の指定の特例を設けること。（児童福祉法第 21条

の５の 17関係） 

 

６ 医療法（昭和 23年法律第 205号）の一部改正（改正法第７条関係） 

 （１）介護医療院を医療提供施設として位置付けるとともに、医療法人の設立の目的に

介護医療院を追加すること。（医療法第１条の２及び第 39条関係） 

 （２）その他所要の改正を行うこと。 

 

７ 社会福祉法（昭和 26年法律第 45号）の一部改正（改正法第８条関係） 

 （１）生計困難者に対して無料又は低額な費用で介護医療院を利用させる事業を第二種

社会福祉事業に追加すること。（社会福祉法第２条関係） 

 （２）地域共生社会の実現に向けて、地域福祉の推進の理念として、地域住民等は、福

祉サービスを必要とする地域住民及びその世帯が抱える様々な分野にわたる地域生
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活課題を把握し、その解決に資する支援を行う関係機関との連携等によりその解決

を図る旨を追加すること。（社会福祉法第４条関係） 

 （３）市町村は、地域住民等及び地域生活課題の解決に資する支援を行う関係機関の地

域福祉の推進のための相互の協力が円滑に行われ、地域生活課題の解決に資する支

援が包括的に提供される体制を整備するよう努めるものとすること。（社会福祉法

第 106条の３関係） 

 （４）市町村及び都道府県は、それぞれ市町村地域福祉計画及び都道府県地域福祉支援

計画を策定するよう努めることとするとともに、計画の記載事項として福祉に関し

共通して取り組むべき事項を追加すること。（社会福祉法第 107 条及び第 108 条関

係） 

 （５）その他所要の改正を行うこと。 

 

８ 老人福祉法（昭和 38年法律第 133号）の一部改正（改正法第９条関係） 

 （１）有料老人ホームの設置者は、有料老人ホームにおいて供与をする介護等の内容及

び運営状況に関する情報であって、有料老人ホームに入居しようとする者がその選

択を適切に行うために必要な情報を都道府県知事に報告しなければならないものと

し、都道府県知事は、報告された事項を公表することとすること。（老人福祉法第

29条第９項及び第 10項関係） 

 （２）都道府県知事は、有料老人ホームの設置者が老人福祉法その他老人の福祉に関す

る法律等に違反した場合であって、入居者の保護のため特に必要があると認めると

きは、設置者に対して、事業の制限又は停止を命ずることができることとすること。

（老人福祉法第 29条第 14項関係） 

 （３）都道府県知事は、有料老人ホームの設置者が（２）の命令を受けたとき、その他

入居者の生活の安定等を図るため必要があると認めるときは、当該入居者に対し、

介護等の供与を継続的に受けるために必要な助言等の援助を行うように努めるもの

とすること。（老人福祉法第 29条第 17項関係） 

  （４）その他所要の改正を行うこと。 

 

９ 介護保険法等の一部を改正する法律（平成 17 年法律第 77 号）の一部改正（改正法

第 10条関係） 

      有料老人ホームの設置者が終身にわたって受領すべき家賃等を前払金として受領す

る場合の保全措置の義務対象を拡大すること。（介護保険法等の一部を改正する法律

附則第 17条関係） 

 

10 高齢者の医療の確保に関する法律（昭和 57 年法律第 80 号）の一部改正（改正法第

11条関係） 

 （１）介護医療院を病床転換助成事業の助成対象とすること。（高齢者の医療の確保に

関する法律附則第２条関係） 

 （２）その他所要の改正を行うこと。 
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11 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律の一部改正（改正法

第 12条関係） 

   児童福祉法の障害児通所支援事業者の指定を受けている者及び介護保険法の居宅サ

ービス事業者等の指定を受けている者に係る障害福祉サービス事業者の指定の特例を

設けること。（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第 41条

の２関係） 

 

12 その他関係法律について、所要の改正を行うこと。 

 

13 施行期日等 

 （１）施行期日 

    この法律は、平成 30年４月１日から施行するものとすること。ただし、次の事項

は、それぞれに定める日から施行するものとすること。（改正法附則第１条関係） 

   ア ２ 公布の日 

   イ １の（12）及び４の（１） 平成 29年７月１日 

   ウ １の（４） 平成 30年８月１日  

 （２）検討規定 

    政府は、この法律の公布後３年を目途として、７の（３）の体制を全国的に整備

するための方策について検討を加え、必要があると認めるときは、その結果に基づ

いて所要の措置を講ずるものとすること。（改正法附則第２条第１項関係） 

 （３）経過措置等 

    この法律の施行に関し、必要な経過措置等を定めるとともに、関係法律について

所要の改正を行うこと。（改正法附則第３条から第 49条まで関係） 

 

 



平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
五
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
前
項
の
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
認
知
症
で
あ
る
者
及
び
そ
の
家
族
の
意
向

の
尊
重
に
配
慮
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
第
八
項
及
び
第
十
項
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
、
介
護
医
療
院
」
を
加
え
、
同
条
第
二
十
五

項
中
「
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
介
護
医
療
院
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
六
項

中
「
及
び
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
を
「
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
及
び
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
」
に
、「
又
は

介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
又
は
介
護
医
療
院
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
八
項
中
「
、
要
介

護
者
」
の
下
に
「
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
そ
の
心
身
の
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
居
宅
に
お
け
る
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
者
」
を
加
え
、「
同
じ
」
を
「
単
に
「
要
介
護
者
」
と
い
う
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
六
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
五
十
二
号

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
款

介
護
老
人
保
健
施
設
（
第
九
十
四
条
―
第
百
十
五
条
）」を
「
第
二
款

介
護
老
人
保
健
施
設

第
三
款

介
護
医
療
院
（
第
百

（
第
九
十
四
条
―
第
百
六
条
）

七
条
―
第
百
十
五
条
）

」
に
、「
第
百
二
十
条
」
を
「
第
百
二
十
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
掲
げ
る
施
策
を
包
括
的
に
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

障
害
者
そ
の
他
の
者
の
福
祉
に
関
す
る
施
策
と
の
有
機
的
な
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
の
二
の
見
出
し
中
「
調
査
研
究
の
」
を
「
施
策
の
総
合
的
な
」
に
改
め
、
同
条
中「（
脳
血
管
疾
患
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
そ
の
他
の
要
因
に
基
づ
く
脳
の
器
質
的
な
変
化
に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
程
度
に
ま
で
記

憶
機
能
及
び
そ
の
他
の
認
知
機
能
が
低
下
し
た
状
態
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、「
応
じ
た
」
の
下
に
「
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
」
を
、「
と
も
に
、」の
下
に
「
認
知
症
で
あ
る
者
を
現
に
介
護
す
る
者
の
支
援
並
び
に
」
を
加

え
、「
講
ず
る
よ
う
」
を
「
講
ず
る
こ
と
そ
の
他
の
認
知
症
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
よ
う
」
に
改
め
、

同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
認
知
症
（
脳
血
管
疾
患
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
そ
の
他
の
要
因
に
基
づ
く
脳
の
器

質
的
な
変
化
に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
程
度
に
ま
で
記
憶
機
能
及
び
そ
の
他
の
認
知
機
能
が
低
下
し
た

状
態
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
対
す
る
国
民
の
関
心
及
び
理
解
を
深
め
、
認
知
症
で
あ
る
者
へ
の
支
援
が
適
切
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
認
知
症
に
関
す
る
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
七
十
条
第
二
項
第
五
号
の
三
中
「
第
九
十
四
条
第
三
項
第
五
号
の
三
」
の
下
に「
、
第
百
七
条
第
三
項
第
七
号
」

を
加
え
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
第
百
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同

条
中
第
八
項
を
第
十
一
項
と
し
、
第
七
項
を
第
十
項
と
し
、
第
六
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

７

関
係
市
町
村
長
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
第
四
十
一
条
第
一

項
本
文
の
指
定（
前
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
を
除
く
。次
項
に
お
い
て
同
じ
。）

に
つ
い
て
、
当
該
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
関
係
市
町
村
長
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る

よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
求
め
に
応
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

８

関
係
市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
に
関
し
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
当
該
関
係
市
町
村
の
第
百
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の
調
整
を
図
る
見
地
か
ら
の
意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

９

都
道
府
県
知
事
は
、第
六
項
又
は
前
項
の
意
見
を
勘
案
し
、第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
行
う
に
当
た
っ

て
、
当
該
事
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
二
条
第
一
項
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
又
は
介
護
医
療
院
」
を
、「
第
九
十
四
条
第
一
項
」
の

下
に
「
又
は
第
百
七
条
第
一
項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に「
又
は
介
護
医
療
院
」

を
、「
第
九
十
四
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
百
八
条
第
一
項
」
を
、「
第
百
四
条
第
一
項
」
の
下
に

「
、
第
百
十
四
条
の
六
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
七
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
共
生
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
特
例
）

第
七
十
二
条
の
二

訪
問
介
護
、
通
所
介
護
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
事
業
所
に
つ

い
て
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
指
定
（
当
該
事

業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の
同
法
第
六
条
の
二
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
児
通
所
支
援
（
以
下
「
障
害
児
通
所
支
援
」
と
い
う
。）に
係
る
も
の
に
限
る
。）又
は

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。

以
下
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
い
う
。）第
二
十
九
条
第
一
項
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
当

該
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の
障
害
者
総
合
支

援
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。）に
係
る
も
の

に
限
る
。）を
受
け
て
い
る
者
か
ら
当
該
事
業
所
に
係
る
第
七
十
条
第
一
項
（
第
七
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る

第
七
十
条
第
二
項
（
第
七
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
七
十
四
条
第
一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十

二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
」
と
、「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
同

号
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
七
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」と
す
る
。

た
だ
し
、
申
請
者
が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
別
段
の
申
出
を
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス

第
五
十
九
条
の
二
の
見
出
し
中
「
第
一
号
被
保
険
者
」
を
「
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
」
に
改
め
、
同
条
中
「
居
宅

要
支
援
被
保
険
者
」
の
下
に「（
次
項
に
規
定
す
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

２

第
一
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
所
得
の
額
が
前
項
の
政
令
で
定
め
る
額

を
超
え
る
政
令
で
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
受
け
る
同
項
各
号
に
掲
げ
る
予
防
給
付
に
つ

い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
九
十
」
と
あ
る
の

は
、「
百
分
の
七
十
」
と
す
る
。

第
六
十
条
第
一
項
中
「
次
項
」
及
び
「
同
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
、「
前
条
各
号
」
を
「
前
条
第
一
項
各
号
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
各
号
」
を
「
前
条
第
一
項
各
号
」
に
、「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

３

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
住
宅
改
修
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

た
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
受
け
る
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
予
防
給
付
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定

を
適
用
す
る
場
合
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。）に
お
い
て
は
、
同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
七
十
」
と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
七
十
を

超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
た
割
合
」
と
す
る
。

第
六
十
九
条
第
三
項
中
「
次
項
及
び
第
五
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
十
九
条
の

二
」
を
「
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
」
に
、「
第
五
十
九
条
の
二
」
を
「
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条

第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
額
減
額
等
の
記
載
を
受
け
た
要
介
護
被
保
険
者
等
が
、
当
該
記
載
を
受
け
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
当
該
給
付
額
減
額
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
利
用
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、施
設
サ
ー
ビ
ス
、介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
及
び
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
行
っ

た
住
宅
改
修
に
係
る
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
等
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合

（
第
四
十
九
条
の
二
第
二
項
又
は
第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
限

る
。）に
お
い
て
は
、
第
四
十
九
条
の
二
第
二
項
又
は
第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
七
十
」
と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
六
十
」
と
す
る
。

29

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
介
護
医
療
院
」
と
は
、
要
介
護
者
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
長
期
に
わ
た
り
療
養
が
必
要

で
あ
る
者
（
そ
の
治
療
の
必
要
の
程
度
に
つ
き
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

単
に
「
要
介
護
者
」
と
い
う
。）に
対
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
、
療
養
上
の
管
理
、
看
護
、
医
学
的

管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
医
療
並
び
に
日
常
生
活
上
の
世
話
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
す
る
施
設
と
し
て
、
第
百
七
条
第
一
項
の
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
た
も
の
を
い
い
、「
介
護
医
療
院
サ
ー

ビ
ス
」
と
は
、
介
護
医
療
院
に
入
所
す
る
要
介
護
者
に
対
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
療
養

上
の
管
理
、
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
医
療
並
び
に
日
常
生
活
上

の
世
話
を
い
う
。

第
八
条
の
二
第
六
項
及
び
第
八
項
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
、
介
護
医
療
院
」
を
加
え
る
。

第
四
十
八
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス

第
四
十
八
条
第
六
項
中
「
）
又
は
」
を
「
）、」
に
、「
に
照
ら
し
て
」
を
「
又
は
第
百
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る

介
護
医
療
院
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）に
照

ら
し
て
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
の
二
の
見
出
し
中
「
第
一
号
被
保
険
者
」
を
「
要
介
護
被
保
険
者
」
に
改
め
、
同
条
中
「
要
介
護
被

保
険
者
」
の
下
に「（
次
項
に
規
定
す
る
要
介
護
被
保
険
者
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
一
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
所
得
の
額
が
前
項
の
政
令
で
定
め
る
額

を
超
え
る
政
令
で
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
要
介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
同
項
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
に
つ
い
て

当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中「
百
分
の
九
十
」と
あ
る
の
は
、「
百

分
の
七
十
」
と
す
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
次
項
」
及
び
「
同
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
、「
前
条
各
号
」
を
「
前
条
第
一
項
各
号
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
各
号
」
を
「
前
条
第
一
項
各
号
」
に
、「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

３

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
又
は
住
宅
改
修
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
認
め
た
要
介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る

規
定
を
適
用
す
る
場
合
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。）に
お
い
て
は
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
七
十
」
と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
七

十
を
超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
た
割
合
」
と
す
る
。





４

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
者
が
同
項
の
申
請
に
係
る
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を

受
け
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
は
、
第
七
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
四
十
一
条
第

九
項

第
七
十
四
条
第
二
項

第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号

第
七
十
三
条
第

一
項

次
条
第
二
項

前
条
第
一
項
第
二
号

第
七
十
四
条
第

一
項

都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
基

準
に
従
い

第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
居
宅
サ
ー
ビ

ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
都
道
府
県
の
条
例
で
定

め
る
基
準
に
従
い
同
号
の

第
七
十
六
条
の

二
第
一
項
第
二

号

第
七
十
四
条
第
一
項
の

第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
居
宅
サ
ー
ビ

ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る

同
項

同
号

第
七
十
六
条
の

二
第
一
項
第
三

号

第
七
十
四
条
第
二
項

第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号

第
七
十
七
条
第

一
項
第
三
号

第
七
十
四
条
第
一
項
の

第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
居
宅
サ
ー
ビ

ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る

同
項

同
号

第
七
十
七
条
第

一
項
第
四
号

第
七
十
四
条
第
二
項

第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

一

当
該
申
請
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
の
知
識
及
び
技
能
並
び
に
人
員
が
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る

従
業
者
に
係
る
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
基
準
及
び
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
員
数
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
。

二

申
請
者
が
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に

従
っ
て
適
正
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

２

都
道
府
県
が
前
項
各
号
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

基
準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
基
準
及
び
当
該
従
業
者
の
員
数

二

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
居
室
の
床
面
積

三

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
利
用
す
る
要
介
護
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
適
切

な
利
用
、
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
等
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の

四

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
利
用
定
員

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
い
に
関

す
る
部
分
に
限
る
。）を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
社
会
保
障
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

５

第
一
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
、
同
項
の
申
請
に
係
る
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
た
も
の
か

ら
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
通
所
支
援
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
事
業

所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止

若
し
く
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
又
は
障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
障
害
者
総
合
支
援
法

第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
若
し
く
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
、
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
七
十
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
七
十
条
第
八
項
」
を
「
第
七
十
条
第

九
項
又
は
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
の
二
第
三
項
中
「
第
百
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六

項
中
「
、
第
三
号
の
四
及
び
第
四
号
」
を
「
及
び
第
三
号
の
四
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
こ

の
号
」
の
下
に
「
及
び
次
号
イ
」
を
加
え
、「
日
常
生
活
圏
域
の
」
を
「
日
常
生
活
圏
域
に
お
け
る
」
に
改
め
、
同
項

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

地
域
密
着
型
通
所
介
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
第
一
項
の
申
請

が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
て
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
等
（
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
及
び
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
以
外
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。）の
事
業
を

行
う
者
の
当
該
指
定
に
係
る
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
イ
に
お
い
て
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護

看
護
等
事
業
所
」
と
い
う
。）が
当
該
市
町
村
の
区
域
に
あ
る
場
合
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に

該
当
し
、
か
つ
、
当
該
市
町
村
長
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
。

イ

当
該
市
町
村
又
は
当
該
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
等
事
業
所
の
所
在
地
を
含
む
日
常
生
活

圏
域
に
お
け
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
地
域
密
着
型
通
所
介
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

に
限
る
。
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
同
じ
。）の
種
類
ご
と
の
量
が
、
第
百
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

市
町
村
が
定
め
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
市
町
村
又
は
当
該
日
常
生
活
圏
域
に

お
け
る
当
該
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
見
込
量
に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は
当
該
申
請
に
係

る
事
業
者
の
指
定
に
よ
っ
て
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
き
。

ロ

そ
の
他
第
百
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
市
町
村
が
定
め
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
の
達
成

に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

第
七
十
八
条
の
二
第
七
項
中
「
前
項
第
四
号
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
五
号
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条

を
加
え
る
。

（
共
生
型
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
特
例
）

第
七
十
八
条
の
二
の
二

地
域
密
着
型
通
所
介
護
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

事
業
所
に
つ
い
て
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
指
定
（
当
該
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の
障
害
児
通
所
支
援
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

又
は
障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
当
該
事
業
所
に
よ

り
行
わ
れ
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
て
い
る
者
か
ら
当
該
事
業
所
に
係
る
前
条
第
一
項
（
第
七
十
八
条
の
十
二
に
お
い
て

準
用
す
る
第
七
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
前
条
第
四
項
（
第
七
十
八
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十

条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

前
条
第
四
項
第
二
号
中
「
第
七
十
八
条
の
四
第
一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
第
一
号
の
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
」
と
、「
若
し
く
は
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
同
号
」
と
、「
員
数
又
は

同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
関
す
る
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
員

数
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
七
十
八
条
の
四
第
二
項
又
は
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
第
二
号
」
と

す
る
。
た
だ
し
、
申
請
者
が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
別
段
の
申
出
を
し
た
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。





４

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
者
が
同
項
の
申
請
に
係
る
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指

定
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
は
、第
七
十
八
条
の
四
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
四
十
二
条
の

二
第
八
項

第
七
十
八
条
の
四
第
二
項
又
は

第
五
項

第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号

第
七
十
八
条
の

三
第
一
項

次
条
第
二
項
又
は
第
五
項

前
条
第
一
項
第
二
号

第
七
十
八
条
の

四
第
一
項

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
基
準

に
従
い

第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
市
町
村
の

条
例
で
定
め
る
基
準
に
従
い
同
号
の

第
七
十
八
条
の

九
第
一
項
第
二

号

第
七
十
八
条
の
四
第
一
項
の

第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る

若
し
く
は
同
項

又
は
同
号

員
数
又
は
同
条
第
五
項
に
規
定

す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
関
す

る
基
準

員
数

若
し
く
は
当
該
市
町
村

又
は
当
該
市
町
村

員
数
又
は
当
該
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業

者
に
関
す
る
基
準

員
数

第
七
十
八
条
の

九
第
一
項
第
三

号

第
七
十
八
条
の
四
第
二
項
又
は

第
五
項

第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号

第
七
十
八
条
の

十
第
四
号

第
七
十
八
条
の
四
第
一
項
の

第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る

若
し
く
は
同
項

又
は
同
号

員
数
又
は
同
条
第
五
項
に
規
定

す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
関
す

る
基
準

員
数

第
七
十
八
条
の

十
第
五
号

第
七
十
八
条
の
四
第
二
項
又
は

第
五
項

第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

一

当
該
申
請
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
の
知
識
及
び
技
能
並
び
に
人
員
が
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
従

事
す
る
従
業
者
に
係
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
基
準
及
び
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
員
数
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
。

二

申
請
者
が
、
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
に
従
っ
て
適
正
な
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

２

市
町
村
が
前
項
各
号
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
基
準
及
び
当
該
従
業
者
の
員
数

二

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
居
室
の
床
面
積

三

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
及
び
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
に
係
る
利
用
定
員

四

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
利
用
す
る
要
介
護
者
の
サ
ー
ビ
ス

の
適
切
な
利
用
、
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
等
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

五

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
を
除
く
。）に
係
る
利
用
定
員

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱

い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
社
会
保
障
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
、
同
項
の
申
請
に
係
る
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
た
も

の
は
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
通
所
支
援
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
事

業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）又
は
障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
廃
止
又
は
休
止
の
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
そ
の

旨
を
当
該
指
定
を
行
っ
た
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
が
あ
っ

た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
、
第
七
十
八
条
の
五
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
七
十
八
条
の
十
第
七
号
中
「
及
び
第
百
四
条
」
を
「
、
第
百
四
条
及
び
第
百
十
四
条
の
六
」
に
改
め
、
同
条
中

第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
二
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

十
三

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
係
る
老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を

受
け
た
と
き
。

第
七
十
八
条
の
十
二
中
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
関
し
」
を
「
第
七
十
条
の
二
第
四
項
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
、「
第

七
十
八
条
の
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、」に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
の
十
四
第
三
項
中
「
、
第
三
号
の
四
及
び
第
四
号
」
を
「
及
び
第
三
号
の
四
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に

改
め
る
。

第
九
十
四
条
第
二
項
中「（
以
下
「
介
護
老
人
保
健
施
設
の
開
設
者
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
第
六
号

中
「
を
管
理
す
る
者
（
以
下
「
介
護
老
人
保
健
施
設
の
管
理
者
」
と
い
う
。）」
を
「
の
管
理
者
」
に
改
め
、
同
条
第

五
項
中
「
第
百
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
百
条
第
三
項
中
「
第
百
二
条
」
を
「
第
百
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
四
条
第
一
項
第
八
号
た
だ
し
書
中
「
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
従
業
者
」
を
「
介
護
老
人
保
健
施
設
の
従

業
者
」
に
、「
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
管
理
者
」
を
「
管
理
者
」
に
改
め
る
。

第
百
四
条
の
二
中
「
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
開
設
者
」
を
「
介
護
老
人
保
健
施
設
の
開
設
者
」
に
改
め
る
。

第
百
五
条
中
「
か
ら
第
百
四
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
」
を
「
、
第
百
二
条
第
一
項
、
第
百
三
条
第
三
項
及
び
第

百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
る
。

第
百
六
条
た
だ
し
書
中
「
医
療
法
」
を
「
同
法
」
に
改
め
る
。

第
百
七
条
か
ら
第
百
十
五
条
ま
で
を
削
る
。

第
五
章
第
五
節
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。

第
三
款

介
護
医
療
院

（
開
設
許
可
）

第
百
七
条

介
護
医
療
院
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知

事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

介
護
医
療
院
を
開
設
し
た
者
が
、
当
該
介
護
医
療
院
の
入
所
定
員
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。
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３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
二
項
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
（
前
項
の
申
請
に
あ
っ
て

は
、
第
二
号
又
は
第
三
号
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
前
二
項
の
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

当
該
介
護
医
療
院
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
で
な
い
と
き
。

二

当
該
介
護
医
療
院
が
第
百
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
室
、
診
察
室
、
処
置
室
及
び
機
能
訓
練
室
並
び

に
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
施
設
又
は
同
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
及
び
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
人

員
を
有
し
な
い
と
き
。

三

第
百
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
っ
て
適
正
な
介
護
医

療
院
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

四

申
請
者
が
、
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
者
で
あ
る
と
き
。

五

申
請
者
が
、
こ
の
法
律
そ
の
他
国
民
の
保
健
医
療
若
し
く
は
福
祉
に
関
す
る
法
律
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の

規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の

者
で
あ
る
と
き
。

六

申
請
者
が
、
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
で
あ
る
と
き
。

七

申
請
者
が
、
保
険
料
等
に
つ
い
て
、
当
該
申
請
を
し
た
日
の
前
日
ま
で
に
、
納
付
義
務
を
定
め
た
法
律
の
規

定
に
基
づ
く
滞
納
処
分
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
処
分
を
受
け
た
日
か
ら
正
当
な
理
由
な
く
三
月
以
上
の
期
間
に

わ
た
り
、
当
該
処
分
を
受
け
た
日
以
降
に
納
期
限
の
到
来
し
た
保
険
料
等
の
全
て
を
引
き
続
き
滞
納
し
て
い
る

者
で
あ
る
と
き
。

八

申
請
者
が
、
第
百
十
四
条
の
六
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
取
り
消

さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
当
該
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で

あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た

日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
又
は
そ
の
開
設
し
た
介
護
医
療
院
の
管
理
者
で
あ
っ
た
者
で
当
該
取
消

し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
み
、
当
該
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
第
一
号
の
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
者
の
う
ち
法
人
で
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
通
知
が
あ
っ
た
日
前
六
十

日
以
内
に
当
該
者
の
開
設
し
た
介
護
医
療
院
の
管
理
者
で
あ
っ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年

を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。）で
あ
る
と
き
。
た
だ
し
、
当
該
許
可
の
取
消
し
が
、
介
護
医
療
院
の
許
可
の
取

消
し
の
う
ち
当
該
許
可
の
取
消
し
の
処
分
の
理
由
と
な
っ
た
事
実
及
び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の

当
該
介
護
医
療
院
の
開
設
者
に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
取
組
の
状
況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に

関
し
て
当
該
介
護
医
療
院
の
開
設
者
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮
し
て
、
こ
の
号
本
文
に
規
定
す
る
許

可
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。

（
許
可
の
更
新
）

第
百
八
条

前
条
第
一
項
の
許
可
は
、
六
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、

そ
の
効
力
を
失
う
。

２

前
項
の
更
新
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
許
可
の
有
効
期
間
」

と
い
う
。）の
満
了
の
日
ま
で
に
そ
の
申
請
に
対
す
る
処
分
が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
従
前
の
許
可
は
、
許
可
の
有
効

期
間
の
満
了
後
も
そ
の
処
分
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
許
可
の
更
新
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
許
可
の
有
効
期
間
は
、
従
前
の
許
可
の
有
効

期
間
の
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

４

前
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
許
可
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
介
護
医
療
院
の
管
理
）

第
百
九
条

介
護
医
療
院
の
開
設
者
は
、
都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
受
け
た
医
師
に
当
該
介
護
医
療
院
を
管
理
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
医
療
院
の
開
設
者
は
、
都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
受
け
、
医
師
以
外
の
者

に
当
該
介
護
医
療
院
を
管
理
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
介
護
医
療
院
の
基
準
）

第
百
十
条

介
護
医
療
院
の
開
設
者
は
、
次
条
第
三
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

に
従
い
、
要
介
護
者
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
て
適
切
な
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
自
ら

そ
の
提
供
す
る
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
評
価
を
行
う
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
常
に
介

護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
者
の
立
場
に
立
っ
て
こ
れ
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

九

申
請
者
が
、
第
百
十
四
条
の
六
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し

の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
日
か
ら
当
該
処
分
を
す
る
日
又
は
処
分

を
し
な
い
こ
と
を
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
第
百
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届
出
を
し
た
者
（
当

該
廃
止
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
を
除
く
。）で
、
当
該
届
出
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い

も
の
で
あ
る
と
き
。

十

申
請
者
が
、
第
百
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
聴
聞
決
定
予
定
日
（
当
該

検
査
の
結
果
に
基
づ
き
第
百
十
四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し
の
処
分
に
係
る
聴
聞
を
行
う

か
否
か
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
日
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
都
道
府
県
知

事
が
当
該
申
請
者
に
当
該
検
査
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
特
定
の
日
を
通
知
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該

特
定
の
日
を
い
う
。）ま
で
の
間
に
第
百
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届
出
を
し
た
者
（
当
該
廃
止
に

つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
を
除
く
。）で
、
当
該
届
出
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
で
あ

る
と
き
。

十
一

第
九
号
に
規
定
す
る
期
間
内
に
第
百
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い

て
、
申
請
者
が
、
同
号
の
通
知
の
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
届
出
に
係
る
法
人
（
当
該
廃
止
に
つ
い
て
相
当
の

理
由
が
あ
る
法
人
を
除
く
。）の
役
員
若
し
く
は
そ
の
開
設
し
た
介
護
医
療
院
の
管
理
者
又
は
当
該
届
出
に
係
る

第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
の
う
ち
法
人
で
な
い
も
の
（
当
該
廃
止
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る

者
を
除
く
。）の
開
設
し
た
介
護
医
療
院
の
管
理
者
で
あ
っ
た
者
で
、
当
該
届
出
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経

過
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
。

十
二

申
請
者
が
、
許
可
の
申
請
前
五
年
以
内
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し

た
者
で
あ
る
と
き
。

十
三

申
請
者
が
、
法
人
で
、
そ
の
役
員
等
の
う
ち
に
第
四
号
か
ら
前
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
あ

る
も
の
で
あ
る
と
き
。

十
四

申
請
者
が
、
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
の
う
ち
法
人
で
な
い
も
の
で
、
そ
の
事
業
所
を
管
理

す
る
者
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
使
用
人
の
う
ち
に
第
四
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
営
利
を
目
的
と
し
て
、
介
護
医
療
院
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
は
、
第
一
項
の

許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
許
可
又
は
第
二
項
の
許
可
（
入
所
定
員
の
増
加
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ

の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
施
設
の
所
在
地
を
含
む

区
域
（
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
が
定
め
る
区
域
と
す
る
。）に
お
け
る
介
護
医

療
院
の
入
所
定
員
の
総
数
が
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
が
定
め
る
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業

支
援
計
画
に
お
い
て
定
め
る
そ
の
区
域
の
介
護
医
療
院
の
必
要
入
所
定
員
総
数
に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は
当

該
申
請
に
係
る
施
設
の
開
設
若
し
く
は
入
所
定
員
の
増
加
に
よ
っ
て
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
認
め
る
と

き
、
そ
の
他
の
当
該
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
の
達
成
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
第
一
項
の
許
可
又
は
第
二
項
の
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
許
可
又
は
第
二
項
の
許
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、関
係
市
町
村
長
に
対
し
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
通
知
し
、
相
当
の
期
間
を
指
定
し
て
、
当
該
関
係
市
町
村
の
第
百
十
七
条
第
一

項
に
規
定
す
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の
調
整
を
図
る
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。





平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

２

介
護
医
療
院
の
開
設
者
は
、
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
す
る
被
保
険
者
か
ら
提
示
さ
れ
た
被
保
険

者
証
に
、
認
定
審
査
会
意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
認
定
審
査
会
意
見
に
配
慮
し
て
、
当
該
被
保
険

者
に
当
該
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
一
条

介
護
医
療
院
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
療
養
室
、
診
察
室
、
処
置
室
及
び
機
能

訓
練
室
を
有
す
る
ほ
か
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
施
設
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

介
護
医
療
院
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
員
数
の
医
師
及
び
看
護
師
の
ほ
か
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る

員
数
の
介
護
支
援
専
門
員
及
び
介
護
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
従
業
者
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
介
護
医
療
院
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
は
、
都
道
府
県
の
条
例
で

定
め
る
。

４

都
道
府
県
が
前
三
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す
る

も
の
と
す
る
。

一

介
護
支
援
専
門
員
及
び
介
護
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
従
業
者
並
び
に
そ
れ
ら
の
員
数

二

介
護
医
療
院
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
入
所
す
る
要
介
護
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
、
適
切

な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も

の

５

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
い
に

関
す
る
部
分
に
限
る
。）を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
社
会
保
障
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
報
告
等
）

第
百
十
四
条
の
二

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、介
護
医
療
院
の
開
設
者
、

介
護
医
療
院
の
管
理
者
若
し
く
は
医
師
そ
の
他
の
従
業
者
（
以
下
「
介
護
医
療
院
の
開
設
者
等
」
と
い
う
。）に
対

し
報
告
若
し
く
は
診
療
録
そ
の
他
の
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
介
護
医
療
院
の
開
設
者
等
に
対

し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
介
護
医
療
院
の
開
設
者
等
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、若
し
く
は
介
護
医
療
院
、

介
護
医
療
院
の
開
設
者
の
事
務
所
そ
の
他
介
護
医
療
院
の
運
営
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若

し
く
は
診
療
録
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
立
入
検
査
に
つ
い
て
、
同
条
第
四
項
の
規
定

は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
介
護
医
療
院
の
開
設
者
等
に
対
し
報
告
若
し
く
は
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
若

し
く
は
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
介
護
医
療
院
の
開
設
者
等
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
介
護
医
療
院

に
立
入
検
査
を
さ
せ
た
市
町
村
長
は
、
当
該
介
護
医
療
院
に
つ
き
次
条
、
第
百
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
百
十
四

条
の
五
第
三
項
又
は
第
百
十
四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
理
由
を
付
し
て
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
備
の
使
用
制
限
等
）

第
百
十
四
条
の
三

都
道
府
県
知
事
は
、
介
護
医
療
院
が
、
第
百
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
室
、
診
察
室
、

処
置
室
及
び
機
能
訓
練
室
並
び
に
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
施
設
を
有
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
又
は
同
条
第
三

項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
設
備
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）に
適
合
し
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
当
該
介
護
医
療
院
の
開
設
者
に
対
し
、
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
使
用
を

制
限
し
、
若
し
く
は
禁
止
し
、
又
は
期
限
を
定
め
て
、
修
繕
若
し
く
は
改
築
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
変
更
命
令
）

第
百
十
四
条
の
四

都
道
府
県
知
事
は
、
介
護
医
療
院
の
管
理
者
が
介
護
医
療
院
の
管
理
者
と
し
て
不
適
当
で
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
介
護
医
療
院
の
開
設
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
介
護
医
療
院
の
管
理
者
の
変
更
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
介
護
医
療
院
に
入

所
し
て
い
る
者
の
生
命
又
は
身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県

知
事
に
対
し
同
項
の
事
務
を
行
う
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
業
務
運
営
の
勧
告
、
命
令
等
）

第
百
十
四
条
の
五

都
道
府
県
知
事
は
、
介
護
医
療
院
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き

は
、
当
該
介
護
医
療
院
の
開
設
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
措
置
を
と
る
べ
き

こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

そ
の
業
務
に
従
事
す
る
従
業
者
の
人
員
に
つ
い
て
第
百
十
一
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
又
は
都
道
府
県
の

条
例
で
定
め
る
員
数
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

当
該
厚
生
労
働
省
令
又
は
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
員
数

を
満
た
す
こ
と
。

二

第
百
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
運
営
に
関
す
る
部
分
に

限
る
。）に
適
合
し
て
い
な
い
場
合

当
該
介
護
医
療
院
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

三

第
百
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
便
宜
の
提
供
を
適
正
に
行
っ
て
い
な
い
場
合

当
該
便
宜
の
提
供
を
適
正

に
行
う
こ
と
。

６

介
護
医
療
院
の
開
設
者
は
、
第
百
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
又
は
休
止
の
届
出
を
し
た
と
き
は
、
当

該
届
出
の
日
の
前
日
に
当
該
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
廃
止
又
は
休
止
の
日
以

後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
当
該
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
希
望
す
る
者
に
対
し
、

必
要
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
が
継
続
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
他
の
介
護
医
療
院
の
開
設
者
そ
の
他
関
係
者
と
の
連

絡
調
整
そ
の
他
の
便
宜
の
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

介
護
医
療
院
の
開
設
者
は
、
要
介
護
者
の
人
格
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く

命
令
を
遵
守
し
、
要
介
護
者
の
た
め
忠
実
に
そ
の
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
広
告
制
限
）

第
百
十
二
条

介
護
医
療
院
に
関
し
て
は
、
文
書
そ
の
他
い
か
な
る
方
法
に
よ
る
を
問
わ
ず
、
何
人
も
次
に
掲
げ
る

事
項
を
除
く
ほ
か
、
こ
れ
を
広
告
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

介
護
医
療
院
の
名
称
、
電
話
番
号
及
び
所
在
の
場
所
を
表
示
す
る
事
項

二

介
護
医
療
院
に
勤
務
す
る
医
師
及
び
看
護
師
の
氏
名

三

前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
事
項

四

そ
の
他
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
た
事
項

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
広
告
の
方
法
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
必
要
な
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
変
更
の
届
出
等
）

第
百
十
三
条

介
護
医
療
院
の
開
設
者
は
、
第
百
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
事
項
を
除
き
、
当
該
介

護
医
療
院
の
開
設
者
の
住
所
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
休
止
し
た

当
該
介
護
医
療
院
を
再
開
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を

都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

介
護
医
療
院
の
開
設
者
は
、
当
該
介
護
医
療
院
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
廃
止
又
は
休
止
の
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
都
道
府
県
知
事
等
に
よ
る
連
絡
調
整
又
は
援
助
）

第
百
十
四
条

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
介
護
医
療
院
の
開
設
者
に
よ
る
第
百
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す

る
便
宜
の
提
供
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
介
護
医
療
院
の
開
設
者
及
び
他

の
介
護
医
療
院
の
開
設
者
そ
の
他
の
関
係
者
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は
当
該
介
護
医
療
院
の
開
設
者
及
び
当
該
関

係
者
に
対
す
る
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
同
一
の
介
護
医
療
院
の
開
設
者
に
つ
い
て
二
以
上
の
都
道
府
県
知
事
が
前
項
の
規
定
に
よ

る
連
絡
調
整
又
は
援
助
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
介
護
医
療
院
の
開
設
者
に
よ
る
第
百
十
一
条
第
六
項
に
規

定
す
る
便
宜
の
提
供
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
知
事
相
互
間
の

連
絡
調
整
又
は
当
該
介
護
医
療
院
の
開
設
者
に
対
す
る
都
道
府
県
の
区
域
を
超
え
た
広
域
的
な
見
地
か
ら
の
助
言

そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
勧
告
を
受
け
た
介
護
医
療
院
の

開
設
者
が
、
同
項
の
期
限
内
に
こ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
介
護
医
療
院
の
開
設
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く

て
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
介
護
医
療
院
の
開
設
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、

そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
又
は
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
業
務
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。
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４

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

５

市
町
村
は
、
保
険
給
付
に
係
る
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
介
護
医
療
院
に
つ
い
て
、
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
介
護
医
療
院
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知

事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
許
可
の
取
消
し
等
）

第
百
十
四
条
の
六

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
介
護
医
療

院
に
係
る
第
百
七
条
第
一
項
の
許
可
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
許
可
」
と
い
う
。）を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を

定
め
て
そ
の
許
可
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

介
護
医
療
院
の
開
設
者
が
、
許
可
を
受
け
た
後
正
当
な
理
由
が
な
く
、
六
月
以
上
そ
の
業
務
を
開
始
し
な
い

と
き
。

二

介
護
医
療
院
が
、
第
百
七
条
第
三
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
十
三
号
（
第
七
号
に
該
当
す
る
者
の
あ

る
も
の
で
あ
る
と
き
を
除
く
。）又
は
第
十
四
号
（
第
七
号
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
を
除
く
。）

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

三

介
護
医
療
院
の
開
設
者
が
、
第
百
十
一
条
第
七
項
に
規
定
す
る
義
務
に
違
反
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

四

介
護
医
療
院
の
開
設
者
に
犯
罪
又
は
医
事
に
関
す
る
不
正
行
為
が
あ
っ
た
と
き
。

五

第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
の
委
託
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

六

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
請
求
に
関
し
不
正
が
あ
っ
た
と
き
。

七

介
護
医
療
院
の
開
設
者
等
が
、
第
百
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
又
は
診
療
録
そ
の
他
の
帳
簿

書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
ぜ
ら
れ
て
こ
れ
に
従
わ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

八

介
護
医
療
院
の
開
設
者
等
が
、
第
百
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
頭
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
ぜ

ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ

る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。
た
だ
し
、
介
護
医
療
院
の
従
業
者
が
そ
の
行
為
を
し
た

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
介
護
医
療
院
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
相
当
の
注
意
及

び
監
督
を
尽
く
し
た
と
き
を
除
く
。

九

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
介
護
医
療
院
の
開
設
者
が
、
こ
の
法
律
そ
の
他
国
民
の
保
健
医
療
若
し
く

は
福
祉
に
関
す
る
法
律
で
政
令
で
定
め
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
処
分
に
違
反
し

た
と
き
。

十

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
介
護
医
療
院
の
開
設
者
が
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く

不
当
な
行
為
を
し
た
と
き
。

十
一

介
護
医
療
院
の
開
設
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
役
員
又
は
当
該
介
護
医
療
院
の
管
理
者
の

う
ち
に
許
可
の
取
消
し
又
は
許
可
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
の
停
止
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
前
五
年
以
内

に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
者
が
あ
る
と
き
。

十
二

介
護
医
療
院
の
開
設
者
が
第
百
七
条
第
三
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
の
う
ち
法
人
で
な
い

も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
管
理
者
が
許
可
の
取
消
し
又
は
許
可
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
の
停

止
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
前
五
年
以
内
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
者

で
あ
る
と
き
。

２

市
町
村
は
、
第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
し
た
調
査
又
は
保
険
給
付
に
係
る
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
た
介
護
医
療
院
に
つ
い
て
、
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該

介
護
医
療
院
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
介
護
医
療
院
に

入
所
し
て
い
る
者
の
生
命
又
は
身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府

県
知
事
に
対
し
同
項
の
事
務
を
行
う
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
公
示
）

第
百
十
四
条
の
七

都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
介
護
医
療
院
の
開
設
者
の
名
称
又
は
氏
名
、
当

該
介
護
医
療
院
の
所
在
地
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
し
た
と
き
。

二

第
百
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

三

前
条
第
一
項
又
は
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
第
百
七
条
第
一
項
の
許
可
を
取
り
消
し
、

又
は
許
可
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
し
た
と
き
。

（
医
療
法
の
準
用
）

第
百
十
四
条
の
八

医
療
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
介
護
医
療
院
の
開
設
者
に
つ
い
て
、
同
法
第
十
五
条
第
一

項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
介
護
医
療
院
の
管
理
者
に
つ
い
て
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
は
、第
百
十
四
条
の
三
、

第
百
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
百
十
四
条
の
五
第
三
項
及
び
第
百
十
四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
関
し
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
医
療
法
と
の
関
係
等
）

第
百
十
五
条

介
護
医
療
院
は
、
医
療
法
に
い
う
病
院
又
は
診
療
所
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
同
法
及
び
こ
れ
に
基
づ

く
命
令
以
外
の
法
令
の
規
定（
健
康
保
険
法
、国
民
健
康
保
険
法
そ
の
他
の
法
令
の
政
令
で
定
め
る
規
定
を
除
く
。）

に
お
い
て
「
病
院
」
又
は
「
診
療
所
」
と
あ
る
の
は
、
介
護
医
療
院（
政
令
で
定
め
る
法
令
の
規
定
に
あ
っ
て
は
、

政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）を
含
む
も
の
と
す
る
。

２

介
護
医
療
院
の
開
設
者
は
、
医
療
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
介
護
医
療
院
の
名
称
中
に

介
護
医
療
院
と
い
う
文
字
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
十
五
条
の
二
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

４

関
係
市
町
村
長
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
第
五
十
三
条
第
一

項
本
文
の
指
定
に
つ
い
て
、
当
該
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
関
係
市
町
村
長
に
そ
の

旨
を
通
知
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
求
め
に
応

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

関
係
市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
指
定
に
関
し
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
当
該
関
係
市
町
村
の
第
百
十
七
条
第
一
項

に
規
定
す
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の
調
整
を
図
る
見
地
か
ら
の
意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
意
見
を
勘
案
し
、
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
当
該

事
業
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
十
五
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
共
生
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
二
の
二

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
事
業
所
に
つ
い
て
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
指
定
（
当
該
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の
障
害
児
通
所
支
援
に
係
る
も
の
に
限

る
。）又
は
障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
当
該
事
業
所

に
よ
り
行
わ
れ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
て
い
る
者
か
ら
当
該
事
業
所
に
係
る
前
条
第
一
項
（
第
百
十
五
条
の
十
一
に
お
い

て
準
用
す
る
第
七
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
前
条
第
二
項
（
第
百
十
五
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七

十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
前
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
百
十
五
条
の
四
第
一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
第
一
号
の
指
定
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
」
と
、「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
百

十
五
条
の
四
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
第
二
号
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
申
請
者
が
、
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
別
段
の
申
出
を
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

当
該
申
請
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
の
知
識
及
び
技
能
並
び
に
人
員
が
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事

す
る
従
業
者
に
係
る
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
基
準
及
び
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
員
数
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
。

二

申
請
者
が
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
っ

て
適
正
な
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。





４

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
者
が
同
項
の
申
請
に
係
る
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を

受
け
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
は
、
第
百
十
五
条
の
四
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
五
十
三
条
第

六
項

第
百
十
五
条
の
四
第
二
項

第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号

第
百
十
五
条
の

三
第
一
項

次
条
第
二
項

前
条
第
一
項
第
二
号

第
百
十
五
条
の

四
第
一
項

都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
基

準
に
従
い

第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
都
道
府
県
の

条
例
で
定
め
る
基
準
に
従
い
同
号
の

第
百
十
五
条
の

八
第
一
項
第
二

号

第
百
十
五
条
の
四
第
一
項
の

第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る

同
項

同
号

第
百
十
五
条
の

八
第
一
項
第
三

号

第
百
十
五
条
の
四
第
二
項

第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号

第
百
十
五
条
の

九
第
一
項
第
三

号

第
百
十
五
条
の
四
第
一
項
の

第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る

同
項

同
号

第
百
十
五
条
の

九
第
一
項
第
四

号

第
百
十
五
条
の
四
第
二
項

第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
一
項
第
二
号

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

２

都
道
府
県
が
前
項
各
号
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

基
準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
基
準
及
び
当
該
従
業
者
の
員
数

二

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
居
室
の
床
面
積

三

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
利
用
す
る
要
支
援
者
の
サ
ー
ビ
ス
の

適
切
な
利
用
、
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
等
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

四

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
利
用
定
員

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
い

に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
社
会
保
障
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
、
同
項
の
申
請
に
係
る
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
た
も
の
か

ら
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
通
所
支
援
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
事
業

所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止

若
し
く
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
又
は
障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
障
害
者
総
合
支
援
法

第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
若
し
く
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
、
第
百
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
又
は
休
止

の
届
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
百
十
五
条
の
八
第
一
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号

の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

第
百
十
五
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
指
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
付
さ
れ
た
条
件
に
従
わ
な
い
場
合

当
該
条
件
に
従
う
こ
と
。

第
百
十
五
条
の
九
第
一
項
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、第
二
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
、
第
百
十
五
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
指
定
を
行
う
に
当

た
っ
て
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

第
百
十
五
条
の
十
一
中
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
関
し
」
を
「
第
七
十
条
の
二
第
四
項
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
、「
第

百
十
五
条
の
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、」に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
十
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
共
生
型
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
十
二
の
二

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
事
業
所
に
つ
い

て
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
指
定
（
当
該
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の
障
害
児
通
所
支
援
に
係
る
も
の
に
限
る
。）又
は

障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
（
当
該
事
業
所
に
よ
り
行

わ
れ
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
て
い
る
者
か
ら
当
該
事
業
所
に
係
る
前
条
第
一
項
（
第
百
十
五
条
の
二
十
一
に

お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い

て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
前
条
第
二
項
（
第
百
十
五
条
の
二
十
一
に
お
い
て
準
用

す
る
第
七
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
前
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
百
十
五
条
の
十
四
第
一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
第
一
号

の
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
」
と
、「
若
し
く
は
同
項
」と
あ
る
の
は「
又

は
同
号
」
と
、「
員
数
又
は
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者

に
関
す
る
基
準
」
と
あ
る
の
は
「
員
数
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
百
十
五
条
の
十
四
第
二
項
又
は
第
五
項
」
と

あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
第
二
号
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
申
請
者
が
、厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

別
段
の
申
出
を
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

当
該
申
請
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
の
知
識
及
び
技
能
並
び
に
人
員
が
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
基
準
及
び
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
員
数
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
。

二

申
請
者
が
、
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
に
従
っ
て
適
正
な
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

２

市
町
村
が
前
項
各
号
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
基
準
及
び
当
該
従
業
者
の
員
数

二

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
居
室
の
床
面
積

三

介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
及
び
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
に
係
る
利
用
定
員

四

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
利
用
す
る
要
支
援
者
の

サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
、
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

五

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
を
除
く
。）に
係
る
利
用
定
員

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
社
会
保
障
審
議
会
の
意
見
を

聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。





４

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
者
が
同
項
の
申
請
に
係
る
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の

指
定
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
は
、
第
百
十
五
条
の
十
四
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
適

用
せ
ず
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字

句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
五
十
四
条
の

二
第
八
項

第
百
十
五
条
の
十
四
第
二
項
又

は
第
五
項

第
百
十
五
条
の
十
二
の
二
第
一
項
第
二
号

第
百
十
五
条
の

十
三
第
一
項

次
条
第
二
項
又
は
第
五
項

前
条
第
一
項
第
二
号

第
百
十
五
条
の

十
四
第
一
項

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
基
準

に
従
い

第
百
十
五
条
の
十
二
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係

る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
基
準
に
従
い
同
号
の

第
百
十
五
条
の

十
八
第
一
項
第

二
号

第
百
十
五
条
の
十
四
第
一
項
の

第
百
十
五
条
の
十
二
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係

る

若
し
く
は
同
項

又
は
同
号

員
数
又
は
同
条
第
五
項
に
規
定

す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業

者
に
関
す
る
基
準

員
数

若
し
く
は
当
該
市
町
村

又
は
当
該
市
町
村

員
数
又
は
当
該
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事

す
る
従
業
者
に
関
す
る
基
準

員
数

第
百
十
五
条
の

十
八
第
一
項
第

三
号

第
百
十
五
条
の
十
四
第
二
項
又

は
第
五
項

第
百
十
五
条
の
十
二
の
二
第
一
項
第
二
号

第
百
十
五
条
の

十
九
第
四
号

第
百
十
五
条
の
十
四
第
一
項
の

第
百
十
五
条
の
十
二
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係

る

若
し
く
は
同
項

又
は
同
号

員
数
又
は
同
条
第
五
項
に
規
定

す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業

者
に
関
す
る
基
準

員
数

第
百
十
五
条
の

十
九
第
五
号

第
百
十
五
条
の
十
四
第
二
項
又

は
第
五
項

第
百
十
五
条
の
十
二
の
二
第
一
項
第
二
号

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

５

第
一
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
、
同
項
の
申
請
に
係
る
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
た
も

の
は
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
通
所
支
援
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
事

業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）又
は
障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
廃
止
又
は
休
止
の
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
そ
の

旨
を
当
該
指
定
を
行
っ
た
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
が
あ
っ

た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
、
第
百
十
五
条
の
十
五

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
百
十
五
条
の
二
十
一
中
「
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
第
七
十
条
の
二
第
四
項
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
、「
第
百

十
五
条
の
十
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
」
を
加
え
る
。

第
百
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
中
「
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
介
護
医
療
院
」

に
改
め
、「
第
九
十
七
条
第
七
項
」
の
下
に
「
、
第
百
十
一
条
第
七
項
」
を
加
え
る
。

第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
一
項
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
若
し
く
は
介
護
医
療
院
」
を
加
え
、
同
条

第
六
項
中
「
若
し
く
は
介
護
老
人
保
健
施
設
の
開
設
者
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
若
し
く
は
介
護
医
療
院
の
開

設
者
」
に
、「
の
許
可
」
を
「
若
し
く
は
介
護
医
療
院
の
許
可
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
十
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
四
号
」を「
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
及
び
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
百
十
五
条
の

四
十
五
第
二
項
第
四
号
」
を
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
及
び
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
各
号
」

に
、「
必
要
な
協
力
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
支
援
に
努
め
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
四
項
中
「
そ
の
他
の
」
を
「
そ
の
他
必
要
な
」
に
、「
に
努
め
な
け
れ
ば
」
を
「
を
図
ら

な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
点
検
を
行
う
よ
う
努
め
る
」
を
「
評
価
を
行
う
」
に
、「
講
ず
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
」
を
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
四
十
八
第
二
項
中
「
会
議
は
」
の
下
に
「
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
加
え

る
。第

百
十
七
条
第
二
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

被
保
険
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
、
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介

護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
及
び
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
に
関
し
、
市
町
村
が
取

り
組
む
べ
き
施
策
に
関
す
る
事
項

四

前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
目
標
に
関
す
る
事
項

第
百
十
七
条
第
五
項
中
「
把
握
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
事
情
」
を
「
把
握
す
る
と
と
も
に
、
第
百
十
八
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
結
果
そ
の
他
の
介
護
保
険
事
業
の
実
施
の
状
況
に
関
す
る
情
報
を
分
析
し
た
上

で
、
当
該
事
情
及
び
当
該
分
析
の
結
果
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第

二
項
各
号
」
を
「
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第

十
一
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
百
七
条
」
を
「
第
百
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同

条
第
七
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

７

市
町
村
は
、
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
施
策
の
実
施
状
況
及
び
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
目
標
の
達
成
状
況

に
関
す
る
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
の
実
績
に
関
す
る
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。

８

市
町
村
は
、
前
項
の
評
価
の
結
果
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
す
る

も
の
と
す
る
。

第
百
十
八
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
都
道
府
県
が
定
め
る
区
域
ご
と
に
当
該
区
域
に
お
け
る
各
年
度
の
介
護
専
用
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
及
び
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
に

係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
、
介
護
保
険
施
設
の
種
類
ご
と
の
必
要
入
所
定
員
総
数
そ
の
他
の
介
護
給
付
等
対
象

サ
ー
ビ
ス
の
量
の
見
込
み

二

都
道
府
県
内
の
市
町
村
に
よ
る
そ
の
被
保
険
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
、
要
介
護
状

態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
及
び
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費

用
の
適
正
化
に
関
す
る
取
組
へ
の
支
援
に
関
し
、
都
道
府
県
が
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
関
す
る
事
項

三

前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
目
標
に
関
す
る
事
項
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第
百
十
八
条
第
三
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
」
を
「
前
項
各
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
百
十

五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
四
号
」
を
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
及
び
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項

各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
「
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
」
に
、「
第
二
項
の
」を「
第

二
項
第
一
号
の
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
百
八
条
」
を
「
第
百
八
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項

と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

７

都
道
府
県
は
、
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
策
の
実
施
状
況
及
び
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
目
標
の
達
成
状

況
に
関
す
る
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
の
実
績
に
関
す
る
評
価
を
行
う
も
の

と
す
る
。

８

都
道
府
県
は
、
前
項
の
評
価
の
結
果
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
当
該
結
果
及
び
都
道
府
県
内
の
市

町
村
の
前
条
第
七
項
の
評
価
の
結
果
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
八
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

都
道
府
県
は
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
結
果
そ
の
他
の
介
護
保
険
事
業
の
実
施
の
状
況
に
関

す
る
情
報
を
分
析
し
た
上
で
、
当
該
分
析
の
結
果
を
勘
案
し
て
、
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
を
作
成
す

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
の
作
成
等
の
た
め
の
調
査
及
び
分
析
等
）

第
百
十
八
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
の

作
成
、
実
施
及
び
評
価
並
び
に
国
民
の
健
康
の
保
持
増
進
及
び
そ
の
有
す
る
能
力
の
維
持
向
上
に
資
す
る
た
め
、

次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

一

介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
に
関
す
る
地
域
別
、
年
齢
別
又
は
要
介
護
認
定
及
び
要
支
援
認
定
別
の
状

況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

二

被
保
険
者
の
要
介
護
認
定
及
び
要
支
援
認
定
に
お
け
る
調
査
に
関
す
る
状
況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
事
項

２

市
町
村
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
前
項
に
規
定
す
る
調
査
及
び
分
析
に
必
要
な
情
報
を
、
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
対
し
、
第
一
項
に
規
定
す
る

調
査
及
び
分
析
に
必
要
な
情
報
を
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
七
章
中
第
百
二
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
の
支
援
）

第
百
二
十
条
の
二

都
道
府
県
は
、
第
百
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
分
析
を
支
援
す
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
は
、都
道
府
県
内
の
市
町
村
に
よ
る
そ
の
被
保
険
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
、

要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
及
び
介
護
給
付
等
に
要

す
る
費
用
の
適
正
化
に
関
す
る
取
組
を
支
援
す
る
事
業
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
を
行
う
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

第
百
二
十
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
二
十
二
条
の
三

国
は
、
前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
町
村
に
よ
る
そ
の
被
保
険
者
の
地
域
に
お
け
る

自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
、
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化

の
防
止
及
び
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
に
関
す
る
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
交
付
金
を
交
付
す
る
。

２

国
は
、
都
道
府
県
に
よ
る
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
援
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事

業
に
係
る
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
、
交
付
金
を
交
付
す
る
。

第
百
二
十
七
条
中
「
、
第
百
二
十
二
条
、
第
百
二
十
二
条
の
二
」
を
「
か
ら
第
百
二
十
二
条
の
三
ま
で
」
に
改
め

る
。

第
百
五
十
二
条
及
び
第
百
五
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
概
算
納
付
金
）

第
百
五
十
二
条

前
条
第
一
項
の
概
算
納
付
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
医
療
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

被
用
者
保
険
等
保
険
者
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
被
用
者
保
険

等
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
市
町
村
の
医
療
保
険
納
付
対
象
額
及
び
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
の
見
込
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
医
療
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
の
総
数
で
除

し
て
得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険

等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
の
総
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
同
年
度
に
お
け
る
イ
に
掲
げ
る
額

で
除
し
て
得
た
数
に
、
同
年
度
に
お
け
る
ロ
に
掲
げ
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額

イ

全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
（
第
二
号
被
保
険
者

標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
を
い
う
。
ロ
に

お
い
て
同
じ
。）の
合
計
額

ロ

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額

二

被
用
者
保
険
等
保
険
者
以
外
の
医
療
保
険
者

当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
市
町
村
の
医
療
保
険
納
付
対
象

額
及
び
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
の
見
込
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
医
療
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数

の
総
数
で
除
し
て
得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
当
該
医

療
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
を
乗
じ
て
得
た
額

２

前
項
第
一
号
イ
の
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
の
区
分

に
応
じ
、
各
年
度
の
当
該
各
号
に
定
め
る
額
の
合
計
額
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
補

正
し
て
得
た
額
と
す
る
。

一

全
国
健
康
保
険
協
会
及
び
健
康
保
険
組
合

第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
被
保
険
者
ご
と
の
健
康
保
険
法
又
は

船
員
保
険
法
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額

二

共
済
組
合

第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
組
合
員
ご
と
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済

組
合
法
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
の
月
額
及
び
標
準
期
末
手
当
等
の
額

三

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
加
入
者
ご
と
の
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法

に
規
定
す
る
標
準
報
酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額

四

国
民
健
康
保
険
組
合
（
被
用
者
保
険
等
保
険
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
組
合
員

ご
と
の
前
三
号
に
定
め
る
額
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額

（
確
定
納
付
金
）

第
百
五
十
三
条

第
百
五
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
定
納
付
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
医
療
保
険
者
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

被
用
者
保
険
等
保
険
者

前
々
年
度
に
お
け
る
全
て
の
市
町
村
の
医
療
保
険
納
付
対
象
額
及
び
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
医
療
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
総
数
で
除
し
て
得
た
額
に
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被

保
険
者
の
総
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
同
年
度
に
お
け
る
イ
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
数
に
、
同
年
度
に
お
け

る
ロ
に
掲
げ
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額

イ

全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
（
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
第

二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）の
合
計
額

ロ

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額

二

被
用
者
保
険
等
保
険
者
以
外
の
医
療
保
険
者

前
々
年
度
に
お
け
る
全
て
の
市
町
村
の
医
療
保
険
納
付
対
象

額
及
び
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
医
療
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
総
数
で
除
し
て
得

た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
当
該
医
療
保
険
者
に
係
る
第

二
号
被
保
険
者
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
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第
二
百
二
条
第
一
項
中
「
第
一
号
被
保
険
者
」
を
「
被
保
険
者
」
に
改
め
る
。

第
二
百
三
条
第
一
項
中
「
第
一
号
被
保
険
者
」
を
「
被
保
険
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
九
十
四
条
第
一

項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
百
七
条
第
一
項
」
を
加
え
、「
同
条
第
三
項
第
十
一
号
」
を
「
第
九
十
四
条
第
三
項
第
十

一
号
若
し
く
は
第
百
七
条
第
三
項
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
二
百
三
条
の
三
第
一
項
中
「
第
百
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
百
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
、「
介
護
老
人
保

健
施
設
」
の
下
に
「
又
は
介
護
医
療
院
」
を
加
え
る
。

第
二
百
六
条
第
二
号
中
「
第
百
二
条
」
を
「
第
百
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

第
百
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
を
広
告
し
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
虚
偽

の
広
告
を
し
、
又
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
広
告
の
方
法
が
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
定
め
に
違
反

し
た
と
き
。

四

第
百
十
四
条
の
三
又
は
第
百
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

５

第
一
項
各
号
の
負
担
調
整
見
込
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
全
て
の
概
算
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
に
係

る
前
項
に
規
定
す
る
負
担
調
整
対
象
見
込
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該

各
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得

た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険

者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

６

第
一
項
各
号
の
補
正
後
概
算
加
入
者
割
納
付
金
の
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係

る
補
正
前
概
算
納
付
金
総
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
の
総
数
で
除

し
て
得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険

等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

附
則
第
十
二
条
に
見
出
し
と
し
て「（
平
成
二
十
九
年
度
及
び
平
成
三
十
年
度
の
各
年
度
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者

に
係
る
確
定
納
付
金
の
額
の
算
定
の
特
例
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
二
十
九
年
度
及
び
平
成
三
十
年
度
の
各
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
百
五
十
一
条
第

一
項
た
だ
し
書
の
確
定
納
付
金
の
額
は
、
第
百
五
十
三
条
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

被
用
者
保
険
等
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

確
定
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
（
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
数
で
除
し
て
得

た
額
が
確
定
負
担
調
整
基
準
額
を
超
え
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
を
い
う
。
次
号
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同

じ
。）
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
負
担
調
整
対
象
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
負
担
調
整
額
と
の
合
計
額

と
補
正
後
確
定
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

二

確
定
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
以
外
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者

確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
と
負
担
調

整
額
と
の
合
計
額
と
補
正
後
確
定
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

附
則
第
十
二
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
、「
各
年
度
」
を
「
年
度
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
二
項
及
び
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、

同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。

２

前
項
各
号
の
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
前

確
定
納
付
金
総
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
当
該
各
年
度
に
お
け
る
第
一
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た

数
に
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
（
第
百
五
十
二
条
第
二
項
に
規
定

す
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
を
い
う
。
次
号
及
び
次
項
並
び
に
附
則
第
十
四
条
第
二
項
各
号
及
び
第

三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
合
計
額

二

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額

３

第
一
項
第
一
号
の
確
定
負
担
調
整
基
準
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
各
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二

号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
各
被

用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
数
及
び
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
動
向
を
勘
案
し
、
年
度

ご
と
に
政
令
で
定
め
る
額
と
す
る
。

４

第
一
項
第
一
号
の
負
担
調
整
対
象
額
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保

険
者
の
数
に
前
項
に
規
定
す
る
確
定
負
担
調
整
基
準
額
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

第
二
百
九
条
第
一
号
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
第
百
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
百
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を

加
え
、
同
号
を
同
条
第
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
九
十
五
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

第
二
百
九
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

第
百
九
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

五

第
百
十
三
条
第
二
項
又
は
第
百
十
四
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
医
療
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し

た
と
き
。

第
二
百
十
四
条
第
三
項
中
「
第
一
号
被
保
険
者
」
を
「
被
保
険
者
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
中
「
介
護
保
険
施
設
そ
の
他
」
を
「
介
護
医
療
院
そ
の
他
の
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
一
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て「（
平
成
二
十
九
年
度
及
び
平
成
三
十
年
度
の
各

年
度
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
概
算
納
付
金
の
額
の
算
定
の
特
例
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

平
成
二
十
九
年
度
及
び
平
成
三
十
年
度
の
各
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
百
五
十
一
条
第

一
項
の
概
算
納
付
金
の
額
は
、
第
百
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被

用
者
保
険
等
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

概
算
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
（
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
で
除
し

て
得
た
額
が
概
算
負
担
調
整
基
準
額
を
超
え
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
を
い
う
。
次
号
及
び
第
五
項
に
お
い
て

同
じ
。）
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
負
担
調
整
対
象
見
込
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
負
担
調
整
見
込
額

と
の
合
計
額
と
補
正
後
概
算
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

二

概
算
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
以
外
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者

概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
と
負
担
調

整
見
込
額
と
の
合
計
額
と
補
正
後
概
算
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

附
則
第
十
一
条
第
四
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
第
五
項
及
び
第
六
項
」に
改
め
、

「
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
」
を
削
り
、「
各
年
度
ご
と
」
を
「
年
度
ご
と
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、

同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
二
項
及
び
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次

の
五
項
を
加
え
る
。

２

前
項
各
号
の
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
前

概
算
納
付
金
総
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
当
該
各
年
度
に
お
け
る
第
一
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た

数
に
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
（
第
百
五
十
二
条
第
一

項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
を
い
う
。
次
号
及
び
次
項
並
び
に
附
則

第
十
三
条
第
二
項
各
号
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
合
計
額

二

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額

３

第
一
項
第
一
号
の
概
算
負
担
調
整
基
準
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
各
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二

号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お

け
る
各
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
及
び
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
動
向
を

勘
案
し
、
年
度
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
額
と
す
る
。

４

第
一
項
第
一
号
の
負
担
調
整
対
象
見
込
額
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号

被
保
険
者
の
見
込
数
に
前
項
に
規
定
す
る
概
算
負
担
調
整
基
準
額
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す

る
。
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５

第
一
項
各
号
の
負
担
調
整
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
全
て
の
確
定
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
に
係
る
前

項
に
規
定
す
る
負
担
調
整
対
象
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に

お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
額
に
、
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正

後
第
二
号
被
保
険
者
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

６

第
一
項
各
号
の
補
正
後
確
定
加
入
者
割
納
付
金
の
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係

る
補
正
前
確
定
納
付
金
総
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
数
の
総
数
で
除
し
て

得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保

険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

附
則
第
十
三
条
を
附
則
第
十
五
条
と
し
、
附
則
第
十
二
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
平
成
三
十
一
年
度
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
概
算
納
付
金
の
額
の
算
定
の
特
例
）

第
十
三
条

平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
百
五
十
一
条
第
一
項
の
概
算
納
付
金
の

額
は
、
第
百
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

概
算
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
（
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
で

除
し
て
得
た
額
が
概
算
負
担
調
整
基
準
額
を
超
え
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
を
い
う
。
次
号
及
び
第
五
項
に
お

い
て
同
じ
。）
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
負
担
調
整
対
象
見
込
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
負
担
調
整
見

込
額
と
の
合
計
額
と
補
正
後
概
算
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

二

概
算
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
以
外
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者

概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
と
負
担
調

整
見
込
額
と
の
合
計
額
と
補
正
後
概
算
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

２

前
項
各
号
の
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補

正
前
概
算
納
付
金
総
額
（
附
則
第
十
一
条
第
七
項
に
規
定
す
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
前
概
算
納
付

金
総
額
を
い
う
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
四
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額
を
同
年
度
に
お
け
る
第
一
号
に
掲
げ

る
額
で
除
し
て
得
た
数
に
、
同
年
度
に
お
け
る
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
の
合
計
額

二

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額

３

第
一
項
第
一
号
の
概
算
負
担
調
整
基
準
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
各
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る

第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お

け
る
各
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
及
び
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
動
向
を

勘
案
し
、
政
令
で
定
め
る
額
と
す
る
。

４

第
一
項
第
一
号
の
負
担
調
整
対
象
見
込
額
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第

二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
に
前
項
に
規
定
す
る
概
算
負
担
調
整
基
準
額
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と

す
る
。

５

第
一
項
各
号
の
負
担
調
整
見
込
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
全
て
の
概
算
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者

に
係
る
前
項
に
規
定
す
る
負
担
調
整
対
象
見
込
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
（
附
則
第
十
一
条
第

八
項
に
規
定
す
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
総
数

で
除
し
て
得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険

等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

６

第
一
項
各
号
の
補
正
後
概
算
加
入
者
割
納
付
金
の
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者

に
係
る
補
正
前
概
算
納
付
金
総
額
に
四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
の
総
数
で
除

し
て
得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保

険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
平
成
三
十
一
年
度
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
確
定
納
付
金
の
額
の
算
定
の
特
例
）

第
十
四
条

平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
百
五
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
定

納
付
金
の
額
は
、
第
百
五
十
三
条
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

確
定
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
（
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
数
で
除
し

て
得
た
額
が
確
定
負
担
調
整
基
準
額
を
超
え
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
を
い
う
。
次
号
及
び
第
五
項
に
お
い
て

同
じ
。）
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
負
担
調
整
対
象
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
負
担
調
整
額
と
の
合
計

額
と
補
正
後
確
定
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

二

確
定
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
以
外
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者

確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
と
負
担
調

整
額
と
の
合
計
額
と
補
正
後
確
定
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

２

前
項
各
号
の
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補

正
前
確
定
納
付
金
総
額
（
附
則
第
十
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
前
確
定
納
付

金
総
額
を
い
う
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
四
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額
を
同
年
度
に
お
け
る
第
一
号
に
掲
げ

る
額
で
除
し
て
得
た
数
に
、
同
年
度
に
お
け
る
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
合
計
額

二

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額

３

第
一
項
第
一
号
の
確
定
負
担
調
整
基
準
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
各
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る

第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
各
被

用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
数
及
び
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
動
向
を
勘
案
し
、
政
令

で
定
め
る
額
と
す
る
。

４

第
一
項
第
一
号
の
負
担
調
整
対
象
額
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号

被
保
険
者
の
数
に
前
項
に
規
定
す
る
確
定
負
担
調
整
基
準
額
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

５

第
一
項
各
号
の
負
担
調
整
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
全
て
の
確
定
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
に
係

る
前
項
に
規
定
す
る
負
担
調
整
対
象
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に

お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
数
（
附
則
第
十
二
条
第
八
項
に
規
定
す

る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
数
を
い
う
。以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
総
数
で
除
し
て
得
た
額
に
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正

後
第
二
号
被
保
険
者
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

６

第
一
項
各
号
の
補
正
後
確
定
加
入
者
割
納
付
金
の
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者

に
係
る
補
正
前
確
定
納
付
金
総
額
に
四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
数
の
総
数
で
除
し
て

得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者

に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険

法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
九
条
の
二
の
見
出
し
中
「
第
一
号
被
保
険
者
」
を
「
要
介
護
被
保
険
者
」
に
改
め
、
同
条
中
「
要
介
護
被

保
険
者
」
の
下
に「（
次
項
に
規
定
す
る
要
介
護
被
保
険
者
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
第
四
十
二
条
第

三
項
」
を
「
第
四
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
各
号
」
を
「
第
四
十
二

条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
一
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
所
得
の
額
が
前
項
の
政
令
で
定
め
る
額

を
超
え
る
政
令
で
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
要
介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
同
項
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
に
つ
い
て

当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中「
百
分
の
九
十
」と
あ
る
の
は
、「
百

分
の
七
十
」
と
す
る
。
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第
五
十
条
第
一
項
中
「
次
項
」
及
び
「
同
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
、「
前
条
各
号
」
を
「
前
条
第
一
項
各
号
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
各
号
」
を
「
前
条
第
一
項
各
号
」
に
、「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

３

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
又
は
住
宅
改
修
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
認
め
た
要
介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る

規
定
を
適
用
す
る
場
合
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。）に
お
い
て
は
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
七
十
」
と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
七

十
を
超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
た
割
合
」
と
す
る
。

第
六
十
九
条
第
三
項
中
「
次
項
及
び
第
五
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
十
九
条
の

二
」
を
「
第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
」
に
、「
同
条
」
を
「
同
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と

し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
額
減
額
等
の
記
載
を
受
け
た
要
介
護
被
保
険
者
等
が
、
当
該
記
載
を
受
け
た
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
当
該
給
付
額
減
額
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
利
用
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、施
設
サ
ー
ビ
ス
、介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
及
び
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
行
っ

た
住
宅
改
修
に
係
る
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
等
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合

（
第
四
十
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。）に
お
い
て
は
、
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
七
十
」
と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
六
十
」
と
す

る
。

第
百
七
条
第
四
項
中
「
第
百
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
百
十
七
条
第
二
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

被
保
険
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
、
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介

護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
及
び
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
に
関
し
、
市
町
村
が
取

り
組
む
べ
き
施
策
に
関
す
る
事
項

四

前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
目
標
に
関
す
る
事
項

第
百
十
七
条
第
五
項
中
「
把
握
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
事
情
」
を
「
把
握
す
る
と
と
も
に
、
第
百
十
八
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
結
果
そ
の
他
の
介
護
保
険
事
業
の
実
施
の
状
況
に
関
す
る
情
報
を
分
析
し
た
上

で
、
当
該
事
情
及
び
当
該
分
析
の
結
果
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第

二
項
各
号
」
を
「
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第

十
一
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
百
七
条
」
を
「
第
百
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同

条
第
七
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

７

市
町
村
は
、
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
施
策
の
実
施
状
況
及
び
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
目
標
の
達
成
状
況

に
関
す
る
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
の
実
績
に
関
す
る
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。

８

市
町
村
は
、
前
項
の
評
価
の
結
果
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
す
る

も
の
と
す
る
。

第
百
十
八
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
都
道
府
県
が
定
め
る
区
域
ご
と
に
当
該
区
域
に
お
け
る
各
年
度
の
介
護
専
用
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
及
び
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
に

係
る
必
要
利
用
定
員
総
数
、
介
護
保
険
施
設
の
種
類
ご
と
の
必
要
入
所
定
員
総
数
（
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施

設
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
療
養
病
床
等
に
係
る
必
要
入
所
定
員
総
数
）
そ
の
他
の
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の

量
の
見
込
み

二

都
道
府
県
内
の
市
町
村
に
よ
る
そ
の
被
保
険
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
、
要
介
護
状

態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
及
び
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費

用
の
適
正
化
に
関
す
る
取
組
へ
の
支
援
に
関
し
、
都
道
府
県
が
取
り
組
む
べ
き
施
策
に
関
す
る
事
項

三

前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
目
標
に
関
す
る
事
項

第
百
十
八
条
第
三
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
」
を
「
前
項
各
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項

に
規
定
す
る
」
を
「
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
」
に
、「
第
二
項
の
」
を
「
第
二
項
第
一
号
の
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項

を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
百
八
条
」
を
「
第
百
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項

と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

７

都
道
府
県
は
、
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
施
策
の
実
施
状
況
及
び
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
目
標
の
達
成
状

況
に
関
す
る
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
の
実
績
に
関
す
る
評
価
を
行
う
も
の

と
す
る
。

８

都
道
府
県
は
、
前
項
の
評
価
の
結
果
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
当
該
結
果
及
び
都
道
府
県
内
の
市

町
村
の
前
条
第
七
項
の
評
価
の
結
果
を
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
八
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

都
道
府
県
は
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
結
果
そ
の
他
の
介
護
保
険
事
業
の
実
施
の
状
況
に
関

す
る
情
報
を
分
析
し
た
上
で
、
当
該
分
析
の
結
果
を
勘
案
し
て
、
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
を
作
成
す

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
の
作
成
等
の
た
め
の
調
査
及
び
分
析
等
）

第
百
十
八
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
の

作
成
、
実
施
及
び
評
価
並
び
に
国
民
の
健
康
の
保
持
増
進
及
び
そ
の
有
す
る
能
力
の
維
持
向
上
に
資
す
る
た
め
、

次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

一

介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
額
に
関
す
る
地
域
別
、
年
齢
別
又
は
要
介
護
認
定
及
び
要
支
援
認
定
別
の
状

況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

二

被
保
険
者
の
要
介
護
認
定
及
び
要
支
援
認
定
に
お
け
る
調
査
に
関
す
る
状
況
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
事
項

２

市
町
村
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
、
前
項
に
規
定
す
る
調
査
及
び
分
析
に
必
要
な
情
報
を
、
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
対
し
、
第
一
項
に
規
定
す
る

調
査
及
び
分
析
に
必
要
な
情
報
を
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
七
章
中
第
百
二
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
の
支
援
）

第
百
二
十
条
の
二

都
道
府
県
は
、
第
百
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
分
析
を
支
援
す
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
は
、都
道
府
県
内
の
市
町
村
に
よ
る
そ
の
被
保
険
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
、

要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
及
び
介
護
給
付
等
に
要

す
る
費
用
の
適
正
化
に
関
す
る
取
組
を
支
援
す
る
事
業
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
を
行
う
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。

第
百
五
十
二
条
及
び
第
百
五
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
概
算
納
付
金
）

第
百
五
十
二
条

前
条
第
一
項
の
概
算
納
付
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
医
療
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

被
用
者
保
険
等
保
険
者
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
被
用
者
保
険

等
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
市
町
村
の
医
療
保
険
納
付
対
象
額
及
び
介
護

予
防
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
の
見
込
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同

年
度
に
お
け
る
全
て
の
医
療
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
額
に
、
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二

号
被
保
険
者
の
見
込
数
の
総
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
同
年
度
に
お
け
る
イ
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
数
に
、

同
年
度
に
お
け
る
ロ
に
掲
げ
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額

イ

全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
（
第
二
号
被
保
険
者

標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
を
い
う
。
ロ
に

お
い
て
同
じ
。）の
合
計
額

ロ

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
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二

被
用
者
保
険
等
保
険
者
以
外
の
医
療
保
険
者

当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
市
町
村
の
医
療
保
険
納
付
対
象

額
及
び
介
護
予
防
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
の
見
込
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
医
療
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た

額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
当
該
医
療
保
険
者
に
係
る
第
二

号
被
保
険
者
の
見
込
数
を
乗
じ
て
得
た
額

２

前
項
第
一
号
イ
の
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
の
区
分

に
応
じ
、
各
年
度
の
当
該
各
号
に
定
め
る
額
の
合
計
額
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
補

正
し
て
得
た
額
と
す
る
。

一

全
国
健
康
保
険
協
会
及
び
健
康
保
険
組
合

第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
被
保
険
者
ご
と
の
健
康
保
険
法
又
は

船
員
保
険
法
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額

二

共
済
組
合

第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
組
合
員
ご
と
の
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済

組
合
法
に
規
定
す
る
標
準
報
酬
の
月
額
及
び
標
準
期
末
手
当
等
の
額

三

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
加
入
者
ご
と
の
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法

に
規
定
す
る
標
準
報
酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額

四

国
民
健
康
保
険
組
合
（
被
用
者
保
険
等
保
険
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）
第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
組
合
員

ご
と
の
前
三
号
に
定
め
る
額
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
額

附
則
第
十
条
に
見
出
し
と
し
て「（
平
成
二
十
九
年
度
及
び
平
成
三
十
年
度
の
各
年
度
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に

係
る
確
定
納
付
金
の
額
の
算
定
の
特
例
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
二
十
九
年
度
及
び
平
成
三
十
年
度
の
各
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
百
五
十
一
条
第

一
項
た
だ
し
書
の
確
定
納
付
金
の
額
は
、
第
百
五
十
三
条
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

被
用
者
保
険
等
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

確
定
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
（
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
数
で
除
し
て
得

た
額
が
確
定
負
担
調
整
基
準
額
を
超
え
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
を
い
う
。
次
号
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同

じ
。）
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
負
担
調
整
対
象
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
負
担
調
整
額
と
の
合
計
額

と
補
正
後
確
定
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

二

確
定
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
以
外
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者

確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
と
負
担
調

整
額
と
の
合
計
額
と
補
正
後
確
定
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

（
確
定
納
付
金
）

第
百
五
十
三
条

第
百
五
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
定
納
付
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
医
療
保
険
者
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

被
用
者
保
険
等
保
険
者

前
々
年
度
に
お
け
る
全
て
の
市
町
村
の
医
療
保
険
納
付
対
象
額
及
び
介
護
予
防
事

業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
全

て
の
医
療
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
総
数
で
除
し
て
得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
総
数
を
乗
じ

て
得
た
額
を
同
年
度
に
お
け
る
イ
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
数
に
、
同
年
度
に
お
け
る
ロ
に
掲
げ
る
額
を
乗

じ
て
得
た
額

イ

全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
（
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
第

二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）の
合
計
額

ロ

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額

二

被
用
者
保
険
等
保
険
者
以
外
の
医
療
保
険
者

前
々
年
度
に
お
け
る
全
て
の
市
町
村
の
医
療
保
険
納
付
対
象

額
及
び
介
護
予
防
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
医
療
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
総
数
で
除
し
て
得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
当
該
医
療
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
数
を

乗
じ
て
得
た
額

第
二
百
二
条
第
一
項
、
第
二
百
三
条
第
一
項
及
び
第
二
百
十
四
条
第
三
項
中
「
第
一
号
被
保
険
者
」
を
「
被
保
険

者
」
に
改
め
る
。

附
則
第
九
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て「（
平
成
二
十
九
年
度
及
び
平
成
三
十
年
度
の
各
年

度
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
概
算
納
付
金
の
額
の
算
定
の
特
例
）」を
付
し
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。平

成
二
十
九
年
度
及
び
平
成
三
十
年
度
の
各
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
百
五
十
一
条
第

一
項
の
概
算
納
付
金
の
額
は
、
第
百
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被

用
者
保
険
等
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

概
算
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
（
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
で
除
し

て
得
た
額
が
概
算
負
担
調
整
基
準
額
を
超
え
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
を
い
う
。
次
号
及
び
第
五
項
に
お
い
て

同
じ
。）
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
負
担
調
整
対
象
見
込
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
負
担
調
整
見
込
額

と
の
合
計
額
と
補
正
後
概
算
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

二

概
算
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
以
外
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者

概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
と
負
担
調

整
見
込
額
と
の
合
計
額
と
補
正
後
概
算
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

附
則
第
九
条
第
四
項
中
「
国
民
健
康
保
険
法
附
則
第
十
条
第
三
項
」
を
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

第
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
第
五
項
及
び
第
六
項
」

に
改
め
、「
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
」
を
削
り
、「
各
年
度
ご
と
」
を
「
年
度
ご
と
」
に
改
め
、同
項
第
六
号
中「
国

民
健
康
保
険
法
附
則
第
十
条
第
三
項
」
を
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
二
項
及
び
前
項
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、

同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。

２

前
項
各
号
の
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
前

概
算
納
付
金
総
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
当
該
各
年
度
に
お
け
る
第
一
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た

数
に
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
（
第
百
五
十
二
条
第
一

項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
を
い
う
。
次
号
及
び
次
項
並
び
に
附
則

第
十
一
条
第
二
項
各
号
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
合
計
額

二

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額

３

第
一
項
第
一
号
の
概
算
負
担
調
整
基
準
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
各
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二

号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お

け
る
各
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
及
び
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
動
向
を

勘
案
し
、
年
度
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
額
と
す
る
。

４

第
一
項
第
一
号
の
負
担
調
整
対
象
見
込
額
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号

被
保
険
者
の
見
込
数
に
前
項
に
規
定
す
る
概
算
負
担
調
整
基
準
額
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す

る
。

５

第
一
項
各
号
の
負
担
調
整
見
込
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
全
て
の
概
算
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
に
係

る
前
項
に
規
定
す
る
負
担
調
整
対
象
見
込
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該

各
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得

た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険

者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

６

第
一
項
各
号
の
補
正
後
概
算
加
入
者
割
納
付
金
の
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係

る
補
正
前
概
算
納
付
金
総
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
の
総
数
で
除

し
て
得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険

等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
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附
則
第
十
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
、「
各
年
度
」
を
「
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
二
項
及
び
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同

条
第
一
項
の
次
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。

２

前
項
各
号
の
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
前

確
定
納
付
金
総
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
当
該
各
年
度
に
お
け
る
第
一
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た

数
に
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
（
第
百
五
十
二
条
第
二
項
に
規
定

す
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
を
い
う
。
次
号
及
び
次
項
並
び
に
附
則
第
十
二
条
第
二
項
各
号
及
び
第

三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
合
計
額

二

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額

３

第
一
項
第
一
号
の
確
定
負
担
調
整
基
準
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
各
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二

号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
各
被

用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
数
及
び
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
動
向
を
勘
案
し
、
年
度

ご
と
に
政
令
で
定
め
る
額
と
す
る
。

４

第
一
項
第
一
号
の
負
担
調
整
対
象
額
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保

険
者
の
数
に
前
項
に
規
定
す
る
確
定
負
担
調
整
基
準
額
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

５

第
一
項
各
号
の
負
担
調
整
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
全
て
の
確
定
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
に
係
る
前

項
に
規
定
す
る
負
担
調
整
対
象
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に

お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
額
に
、
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正

後
第
二
号
被
保
険
者
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

６

第
一
項
各
号
の
補
正
後
確
定
加
入
者
割
納
付
金
の
額
は
、
当
該
各
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係

る
補
正
前
確
定
納
付
金
総
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
数
の
総
数
で
除
し
て

得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
各
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保

険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

附
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
平
成
三
十
一
年
度
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
概
算
納
付
金
の
額
の
算
定
の
特
例
）

第
十
一
条

平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
百
五
十
一
条
第
一
項
の
概
算
納
付
金
の

額
は
、
第
百
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

概
算
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
（
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
で

除
し
て
得
た
額
が
概
算
負
担
調
整
基
準
額
を
超
え
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
を
い
う
。
次
号
及
び
第
五
項
に
お

い
て
同
じ
。）
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
負
担
調
整
対
象
見
込
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
負
担
調
整
見

込
額
と
の
合
計
額
と
補
正
後
概
算
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

二

概
算
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
以
外
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者

概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
と
負
担
調

整
見
込
額
と
の
合
計
額
と
補
正
後
概
算
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

２

前
項
各
号
の
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補

正
前
概
算
納
付
金
総
額
（
附
則
第
九
条
第
七
項
に
規
定
す
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
前
概
算
納
付
金

総
額
を
い
う
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
四
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額
を
同
年
度
に
お
け
る
第
一
号
に
掲
げ
る

額
で
除
し
て
得
た
数
に
、
同
年
度
に
お
け
る
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
の
合
計
額

二

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額

３

第
一
項
第
一
号
の
概
算
負
担
調
整
基
準
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
各
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る

第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
見
込
額
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お

け
る
各
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
及
び
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
動
向
を

勘
案
し
、
政
令
で
定
め
る
額
と
す
る
。

４

第
一
項
第
一
号
の
負
担
調
整
対
象
見
込
額
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
概
算
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第

二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
に
前
項
に
規
定
す
る
概
算
負
担
調
整
基
準
額
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と

す
る
。

５

第
一
項
各
号
の
負
担
調
整
見
込
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
全
て
の
概
算
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者

に
係
る
前
項
に
規
定
す
る
負
担
調
整
対
象
見
込
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
（
附
則
第
九
条
第
八

項
に
規
定
す
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
総
数
で

除
し
て
得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等

保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

６

第
一
項
各
号
の
補
正
後
概
算
加
入
者
割
納
付
金
の
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者

に
係
る
補
正
前
概
算
納
付
金
総
額
に
四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
の
総
数
で
除

し
て
得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保

険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
見
込
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
平
成
三
十
一
年
度
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
確
定
納
付
金
の
額
の
算
定
の
特
例
）

第
十
二
条

平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
百
五
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
定

納
付
金
の
額
は
、
第
百
五
十
三
条
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

確
定
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
（
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
数
で
除
し

て
得
た
額
が
確
定
負
担
調
整
基
準
額
を
超
え
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
を
い
う
。
次
号
及
び
第
五
項
に
お
い
て

同
じ
。）
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
負
担
調
整
対
象
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
負
担
調
整
額
と
の
合
計

額
と
補
正
後
確
定
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

二

確
定
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
以
外
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者

確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
と
負
担
調

整
額
と
の
合
計
額
と
補
正
後
確
定
加
入
者
割
納
付
金
の
額
と
の
合
計
額

２

前
項
各
号
の
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補

正
前
確
定
納
付
金
総
額
（
附
則
第
十
条
第
七
項
に
規
定
す
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
前
確
定
納
付
金

総
額
を
い
う
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
四
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額
を
同
年
度
に
お
け
る
第
一
号
に
掲
げ
る

額
で
除
し
て
得
た
数
に
、
同
年
度
に
お
け
る
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
の
合
計
額

二

当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額

３

第
一
項
第
一
号
の
確
定
負
担
調
整
基
準
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
各
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る

第
二
号
被
保
険
者
標
準
報
酬
総
額
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
各
被

用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
数
及
び
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
動
向
を
勘
案
し
、
政
令

で
定
め
る
額
と
す
る
。

４

第
一
項
第
一
号
の
負
担
調
整
対
象
額
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
確
定
総
報
酬
割
納
付
金
の
額
か
ら
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
第
二
号

被
保
険
者
の
数
に
前
項
に
規
定
す
る
確
定
負
担
調
整
基
準
額
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

５

第
一
項
各
号
の
負
担
調
整
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
全
て
の
確
定
負
担
調
整
基
準
超
過
保
険
者
に
係

る
前
項
に
規
定
す
る
負
担
調
整
対
象
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に

お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
数
（
附
則
第
十
条
第
八
項
に
規
定
す
る

補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
数
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
総
数
で
除
し
て
得
た
額
に
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正

後
第
二
号
被
保
険
者
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。





第
十
三
条

第
一
項
た

だ
し
書

二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に

継
続
し
て

住
所
地
特
例
対
象
施
設
又
は
特
定
適
用
除
外
施
設
（
介

護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
保
険
の
被
保
険

者
と
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
者
（
障
害
者
の
日
常
生
活

及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
支
給
決
定
（
同
法
第
五
条
第
七
項
に

規
定
す
る
生
活
介
護
及
び
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
施

設
入
所
支
援
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下「
支
給
決
定
」

と
い
う
。）を
受
け
て
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定

す
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設
（
以
下
「
指
定
障
害
者
支

援
施
設
」
と
い
う
。）に
入
所
し
て
い
る
者
又
は
身
体
障

害
者
福
祉
法（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
者
の
日
常
生
活

及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第

五
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
（
同
条

第
七
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
を
行
う
も
の
に
限
る
。

以
下
「
障
害
者
支
援
施
設
」
と
い
う
。）に
入
所
し
て
い

る
者
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
そ
の
他
特

別
の
理
由
が
あ
る
者
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

に
限
る
。）の
入
所
す
る
指
定
障
害
者
支
援
施
設
及
び
障

害
者
支
援
施
設
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）（
以
下
「
住
所
地
特
例
対
象
施

設
等
」
と
い
う
。）か
ら
継
続
し
て
他
の
住
所
地
特
例
対

象
施
設
に

し
て
い
た
住
所
地
特
例
対
象
施
設

し
て
い
た
住
所
地
特
例
対
象
施
設
等

第
十
三
条

第
二
項

と
す
る
。

と
す
る
。

一

継
続
し
て
入
所
等
を
し
て
い
る

二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設

の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
所
等
を
す
る
こ

と
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
地
特

例
対
象
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に

順
次
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら

れ
る
住
所
地
特
例
対
象
被
保
険
者

で
あ
っ
て
、
当
該
二
以
上
の
住
所

地
特
例
対
象
施
設
の
う
ち
最
初
の

住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等

を
し
た
際
他
の
市
町
村
（
現
入
所

施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の

市
町
村
を
い
う
。）の
区
域
内
に
住

所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る

も
の

当
該
他
の
市
町
村

一

二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
継
続
し
て
入

所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
対
象
被
保
険
者
の
う

ち
、
当
該
二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
そ
れ

ぞ
れ
に
入
所
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
住

所
地
特
例
対
象
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
順
次
住
所

を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
二

以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
う
ち
最
初
の
住
所

地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等
を
し
た
際
他
の
市
町
村

（
現
入
所
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村

を
い
う
。）の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め

ら
れ
る
も
の

当
該
他
の
市
町
村

二

継
続
し
て
入
所
等
を
し
て
い
る

二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設

の
う
ち
一
の
住
所
地
特
例
対
象
施

設
か
ら
継
続
し
て
他
の
住
所
地
特

例
対
象
施
設
に
入
所
等
を
す
る
こ

と
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
継

続
入
所
等
」
と
い
う
。）に
よ
り
当

該
一
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の

所
在
す
る
場
所
以
外
の
場
所
か
ら

当
該
他
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設

の
所
在
す
る
場
所
へ
の
住
所
の
変

更
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特

定
住
所
変
更
」
と
い
う
。）を
行
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
住
所
地
特
例
対

象
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
最
後
に

行
っ
た
特
定
住
所
変
更
に
係
る
継

続
入
所
等
の
際
他
の
市
町
村
（
現

入
所
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以

外
の
市
町
村
を
い
う
。）の
区
域
内

に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら

れ
る
も
の

当
該
他
の
市
町
村

二

二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
継
続
し
て
入

所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
対
象
被
保
険
者
の
う

ち
、
当
該
二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
う
ち

一
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
か
ら
継
続
し
て
他
の
住

所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等
を
す
る
こ
と
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
継
続
入
所
等
」
と
い
う
。）に
よ

り
当
該
一
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
所
在
す
る
場

所
以
外
の
場
所
か
ら
当
該
他
の
住
所
地
特
例
対
象
施

設
の
所
在
す
る
場
所
へ
の
住
所
の
変
更
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
特
定
住
所
変
更
」
と
い
う
。）を
行
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
最
後
に
行
っ
た
特

定
住
所
変
更
に
係
る
継
続
入
所
等
の
際
他
の
市
町
村

（
現
入
所
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村

を
い
う
。）の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め

ら
れ
る
も
の

当
該
他
の
市
町
村

三

二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
等
に
継
続
し
て

入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
対
象
被
保
険
者

（
前
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）の
う
ち
、
特
定
適

用
除
外
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
特
定
適

用
除
外
施
設
の
所
在
す
る
場
所
以
外
の
場
所
か
ら
当

該
特
定
適
用
除
外
施
設
の
所
在
す
る
場
所
へ
の
住
所

の
変
更
（
以
下
「
適
用
除
外
施
設
住
所
変
更
」
と
い

う
。）を
行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
最
後

に
行
っ
た
適
用
除
外
施
設
住
所
変
更
に
係
る
特
定
適

用
除
外
施
設
へ
の
入
所
に
係
る
支
給
決
定
等
（
当
該

特
定
適
用
除
外
施
設
が
指
定
障
害
者
支
援
施
設
で
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
支
給
決
定
を
い
い
、
当
該
特
定

適
用
除
外
施
設
が
障
害
者
支
援
施
設
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
八
条
の
規
定
に

よ
る
措
置
を
い
い
、
当
該
特
定
適
用
除
外
施
設
が
指

定
障
害
者
支
援
施
設
又
は
障
害
者
支
援
施
設
以
外
の

施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
手
続
を
い
う
。）を
行
っ
た
市
町
村
（
以
下
「
最

終
適
用
除
外
施
設
住
所
変
更
時
支
給
決
定
等
実
施
市

町
村
」
と
い
う
。）が
現
入
所
施
設
が
所
在
す
る
市
町

村
以
外
の
市
町
村
で
あ
る
も
の
（
最
後
に
行
っ
た
適

用
除
外
施
設
住
所
変
更
後
に
特
定
住
所
変
更
を
行
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
者
を
除
く
。）
最
終
適
用
除
外
施

設
住
所
変
更
時
支
給
決
定
等
実
施
市
町
村

四

二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
等
に
継
続
し
て

入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
対
象
被
保
険
者

（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）の
う

ち
、
適
用
除
外
施
設
住
所
変
更
及
び
特
定
住
所
変
更

（
最
後
に
行
っ
た
適
用
除
外
施
設
住
所
変
更
後
に

行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。）を
行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
で

あ
っ
て
、
最
後
に
行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
特
定
住
所

変
更
に
係
る
継
続
入
所
等
の
際
他
の
市
町
村
（
現
入

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

６

第
一
項
各
号
の
補
正
後
確
定
加
入
者
割
納
付
金
の
額
は
、
平
成
三
十
一
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者

に
係
る
補
正
前
確
定
納
付
金
総
額
に
四
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
全
て
の
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
数
の
総
数
で
除
し
て

得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
同
年
度
に
お
け
る
当
該
被
用
者
保
険
等
保
険
者

に
係
る
補
正
後
第
二
号
被
保
険
者
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十

一
日
」
に
改
め
る
。

（
介
護
保
険
法
施
行
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

介
護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
係
る
も
の
に
限
る
」
の
下
に
「
。
第
三
項
に
お
い
て
「
支
給
決
定
」
と
い
う
」
を
、「
指
定

障
害
者
支
援
施
設
」
の
下
に「（
第
三
項
に
お
い
て
「
指
定
障
害
者
支
援
施
設
」
と
い
う
。）」を
、「
行
う
も
の
に
限
る
」

の
下
に
「
。
第
三
項
に
お
い
て
「
障
害
者
支
援
施
設
」
と
い
う
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

当
分
の
間
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
介
護
保
険
の
被
保
険
者
と
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
者
（
支
給
決
定
を
受
け

て
指
定
障
害
者
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者
又
は
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害

者
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
そ
の
他
特
別
の
理
由
が
あ
る
者
で
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）で
あ
っ
た
介
護
保
険
の
被
保
険
者
に
係
る
介
護
保
険
法
第
十
三
条
及
び
附
則

第
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
ほ
か
、
同
法
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、

政
令
で
定
め
る
。





附
則
第
九

条
第
二
項

と
す
る
。

と
す
る
。

一

継
続
し
て
入
所
等
を
し
て
い
た

二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設

の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
所
等
を
す
る
こ

と
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
地
特

例
対
象
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に

順
次
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら

れ
る
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
当
該

二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設

の
う
ち
最
初
の
住
所
地
特
例
対
象

施
設
に
入
所
等
を
し
た
際
他
の
市

町
村
（
変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施

設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市

町
村
を
い
う
。）の
区
域
内
に
住
所

を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も

の

当
該
他
の
市
町
村

一

二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
継
続
し
て
入

所
等
を
し
て
い
た
被
保
険
者
の
う
ち
、
当
該
二
以
上

の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
所
等
を

す
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
地
特
例
対
象
施

設
の
所
在
す
る
場
所
に
順
次
住
所
を
変
更
し
た
と
認

め
ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
二
以
上
の
住
所
地
特

例
対
象
施
設
の
う
ち
最
初
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設

に
入
所
等
を
し
た
際
他
の
市
町
村
（
変
更
前
介
護
老

人
福
祉
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を

い
う
。）の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら

れ
る
も
の

当
該
他
の
市
町
村

二

継
続
し
て
入
所
等
を
し
て
い
た

二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設

の
う
ち
一
の
住
所
地
特
例
対
象
施

設
か
ら
継
続
し
て
他
の
住
所
地
特

例
対
象
施
設
に
入
所
等
を
す
る
こ

と
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
継

続
入
所
等
」
と
い
う
。）に
よ
り
当

該
一
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の

所
在
す
る
場
所
以
外
の
場
所
か
ら

当
該
他
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設

の
所
在
す
る
場
所
へ
の
住
所
の
変

更
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特

定
住
所
変
更
」
と
い
う
。）を
行
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で

あ
っ
て
、
最
後
に
行
っ
た
特
定
住

所
変
更
に
係
る
継
続
入
所
等
の
際

他
の
市
町
村
（
変
更
前
介
護
老
人

福
祉
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以

外
の
市
町
村
を
い
う
。）の
区
域
内

に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら

れ
る
も
の

当
該
他
の
市
町
村

二

二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
継
続
し
て
入

所
等
を
し
て
い
た
被
保
険
者
の
う
ち
、
当
該
二
以
上

の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
う
ち
一
の
住
所
地
特
例

対
象
施
設
か
ら
継
続
し
て
他
の
住
所
地
特
例
対
象
施

設
に
入
所
等
を
す
る
こ
と
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
継
続
入
所
等
」
と
い
う
。）に
よ
り
当
該
一
の
住
所

地
特
例
対
象
施
設
の
所
在
す
る
場
所
以
外
の
場
所
か

ら
当
該
他
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
所
在
す
る
場

所
へ
の
住
所
の
変
更
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特

定
住
所
変
更
」
と
い
う
。）を
行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る

者
で
あ
っ
て
、
最
後
に
行
っ
た
特
定
住
所
変
更
に
係

る
継
続
入
所
等
の
際
他
の
市
町
村
（
変
更
前
介
護
老

人
福
祉
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を

い
う
。）の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら

れ
る
も
の

当
該
他
の
市
町
村

三

二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
等
に
継
続
し
て

入
所
等
を
し
て
い
た
被
保
険
者
（
前
二
号
に
掲
げ
る

者
を
除
く
。）の
う
ち
、
適
用
除
外
施
設
住
所
変
更
を

行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
最
終
適
用
除

外
施
設
住
所
変
更
時
支
給
決
定
等
実
施
市
町
村
が
変

更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外

の
市
町
村
で
あ
る
も
の
（
最
後
に
行
っ
た
適
用
除
外

施
設
住
所
変
更
後
に
特
定
住
所
変
更
を
行
っ
た
と
認

め
ら
れ
る
者
を
除
く
。）
最
終
適
用
除
外
施
設
住
所

変
更
時
支
給
決
定
等
実
施
市
町
村

四

二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
等
に
継
続
し
て

入
所
等
を
し
て
い
た
被
保
険
者
（
第
一
号
及
び
第
二

号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）の
う
ち
、
適
用
除
外
施
設

住
所
変
更
及
び
特
定
住
所
変
更
（
最
後
に
行
っ
た
適

用
除
外
施
設
住
所
変
更
後
に
行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る

も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を

行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
最
後
に
行
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
特
定
住
所
変
更
に
係
る
継
続
入
所

等
の
際
他
の
市
町
村
（
変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設

が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。）の
区

域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の

当
該
他
の
市
町
村

第
十
三
条

第
三
項

定
め
る
当
該
他
の
市
町
村

定
め
る
当
該
他
の
市
町
村
又
は
最
終
適
用
除
外
施
設
住

所
変
更
時
支
給
決
定
等
実
施
市
町
村

附
則
第
九

条
第
一
項

た
だ
し
書

住
所
地
特
例
対
象
施
設

住
所
地
特
例
対
象
施
設
等

所
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を
い

う
。）の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ

る
も
の

当
該
他
の
市
町
村

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
八
条
第
一
項
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
若
し
く
は
同
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療

院
」
を
加
え
る
。

第
百
五
十
三
条
第
二
項
を
削
る
。

第
百
五
十
四
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
前
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
拠
出
す
べ
き
」の
下
に「
前

期
高
齢
者
納
付
金
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
並
び
に
」
を
、

「
費
用
の
額
」
の
下
に
「
の
合
算
額
（
当
該
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
額
に
給
付
費
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
除
き
、

前
期
高
齢
者
交
付
金
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
額
か
ら
当
該
額
に
給
付
費
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
当
該
合
算
額
か
ら
控
除
し
た
額
）」を
加
え
、「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。

第
百
六
十
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
百
五
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
百
五
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
項
中

「（
協
会
が
管
掌
す
る
健
康
保
険
に
お
い
て
は
、
そ
の
額
か
ら
第
百
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
補
助
額

を
控
除
し
た
額
）」を
削
る
。

附
則
第
四
条
の
四
中
「
、
次
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
百
五
十
三
条
第
二
項
中
「
介
護
納
付
金
」
と

あ
る
の
は
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
附
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
転
換
支
援
金
（
日
雇
特

例
被
保
険
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。）及
び
介
護
納
付
金
」
と
、「
額
に
」
と
あ
る
の
は
「
額
の
合
算
額
に
」
と
」
を
削

り
、「
介
護
納
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
附
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床

転
換
支
援
金
及
び
介
護
納
付
金
」
と
、「
費
用
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
費
用
の
額
の
合
算
額
」
を
「
及
び
高
齢
者
の
医

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
」
と
あ
る
の
は
「
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
及
び
同
法
附
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
転
換
支
援
金
」
に
改

め
る
。

附
則
第
五
条
中
「
第
百
五
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
百
五
十
三
条
」
に
改
め
、「
、
同
条
第
二
項
中
「
同
項
の
政
令

で
定
め
る
割
合
」
と
あ
り
」
を
削
り
、「
前
条
第
一
項
」
を
「
前
条
」
に
、「
及
び
同
条
第
二
項
中
「
同
条
第
一
項
」
を

「
同
条
第
二
項
中
「
同
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
割
合
」
と
あ
り
、
及
び
次
条
か
ら
附
則
第
五
条
の
四
ま
で
の

規
定
中
「
第
百
五
十
三
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
の
三
を
附
則
第
五
条
の
八
と
し
、
附
則
第
五
条
の
二
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
平
成
二
十

九
年
度
以
降
」
を
「
平
成
二
十
九
年
度
及
び
平
成
三
十
年
度
」
に
、「
及
び
前
条
」
を
「
か
ら
第
五
条
の
三
ま
で
」に
、

「
同
条
」
を
「
附
則
第
五
条
」
に
、「
第
百
五
十
三
条
第
一
項
、
附
則
第
四
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

さ
れ
る
前
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
百
五
十
三
条
第
二
項
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
第
百
五
十
四
条
第
一
項
及
び
」
を
「
第
百
五
十
三
条
及
び
第
百
五
十
四
条
第
一
項
、」に
、「
前
条
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
ら
れ
た
第
百
五
十
四
条
第
二
項
」
を
「
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
百
五
十
四
条
第

二
項
並
び
に
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
附
則
第
五
条
の
二
及
び
第
五
条
の
三
」に
改
め
、

同
条
第
一
号
中
「
次
号
ロ
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
ロ
中
「
次
号
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」

に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
五
条
の
五
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
五
条
の
六

平
成
三
十
一
年
度
に
お
い
て
は
、
第
百
五
十
三
条
及
び
第
百
五
十
四
条
並
び
に
附
則
第
四
条
の
四
、

第
五
条
、
第
五
条
の
二
及
び
第
五
条
の
四
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
庫
は
、
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
百
五
十
三
条
及
び
第
百
五
十
四
条
第
一
項
、
附
則
第
四
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
百
五
十
四
条
第
二
項
並
び
に
附
則
第
五
条
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
附
則
第
五
条
の
二
及
び
第
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
か
ら
、

第
一
号
に
掲
げ
る
額
（
第
三
号
に
掲
げ
る
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
三
号
に
掲
げ
る
額

を
控
除
し
て
得
た
額
）
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零

と
す
る
。）に
千
分
の
百
六
十
四
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
補
助
す
る
。

一

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
三
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て
毎
年
度
継
続
し
て
協
会
の
一
般
保
険
料
率
を
千

分
の
百
と
し
、
か
つ
、
国
保
法
等
一
部
改
正
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
附
則
第
五
条
の
四
か
ら
第
五

条
の
六
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
な
い
と
し
た
な
ら
ば
積
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
平
成
三
十
年
度
末
に
お
け

る
協
会
の
準
備
金
の
額
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二

次
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
高
い
額

イ

前
条
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
額

ロ

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て
毎
年
度
継
続
し
て
協
会
の
一
般
保
険
料
率

を
千
分
の
百
と
し
、
か
つ
、
国
保
法
等
一
部
改
正
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
附
則
第
五
条
の
四
か

ら
第
五
条
の
六
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
な
い
と
し
た
な
ら
ば
積
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
平
成
二
十
七
年

度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の
間
の
各
事
業
年
度
の
事
業
年
度
末
に
お
け
る
協
会
の
準
備
金
の
額
（
平
成

二
十
七
年
度
か
ら
当
該
各
事
業
年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て
納
付
額
を
原
資
と
し
て
、
協
会
に
対
し
て
交
付
さ

れ
た
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
事
業
年
度
の
事
業
年
度
末
に
お
け
る
協
会
の
準
備
金
の
額
か
ら
、
平
成

二
十
七
年
度
か
ら
当
該
各
事
業
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
交
付
さ
れ
た
額
の
累
計
額
を
控
除
し
て
得
た

額
）
の
う
ち
最
も
高
い
額

三

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
三
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
納
付
額
を
原
資
と
し
て
、
協
会
に
対
し
て
交
付

さ
れ
た
額
の
累
計
額

第
五
条
の
七

平
成
三
十
二
年
度
以
降
の
一
の
事
業
年
度
に
お
い
て
は
、
第
百
五
十
三
条
及
び
第
百
五
十
四
条
並
び

に
附
則
第
四
条
の
四
か
ら
第
五
条
の
二
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
庫
は
、
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
百
五
十
三
条
及
び
第
百
五
十
四
条
第
一
項
、
附
則
第
四
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
百
五
十
四
条
第
二
項
並
び
に
附
則
第
五
条
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
附
則
第
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
か
ら
、
第
一
号
に
掲
げ

る
額
（
第
三
号
に
掲
げ
る
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
三
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得

た
額
）
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）に
千

分
の
百
六
十
四
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
を
補
助
す
る
。

一

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
当
該
一
の
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て
毎
年
度
継
続
し
て
協
会
の

一
般
保
険
料
率
を
千
分
の
百
と
し
、
か
つ
、
国
保
法
等
一
部
改
正
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
附
則
第

五
条
の
四
か
ら
第
五
条
の
六
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
な
い
と
し
た
な
ら
ば
積
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
当
該

一
の
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
末
に
お
け
る
協
会
の
準
備
金
の
額

二

次
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
高
い
額

イ

附
則
第
五
条
の
五
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
額

ロ

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
当
該
一
の
事
業
年
度
の
前
々
事
業
年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て
毎
年
度
継
続
し
て
協

会
の
一
般
保
険
料
率
を
千
分
の
百
と
し
、
か
つ
、
国
保
法
等
一
部
改
正
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

附
則
第
五
条
の
四
か
ら
第
五
条
の
六
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
な
い
と
し
た
な
ら
ば
積
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
当
該
一
の
事
業
年
度
の
前
々
事
業
年
度
ま
で
の
間
の
各
事
業
年
度
の
事
業
年
度

末
に
お
け
る
協
会
の
準
備
金
の
額
（
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
当
該
各
事
業
年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て
納
付
額

を
原
資
と
し
て
、
協
会
に
対
し
て
交
付
さ
れ
た
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
事
業
年
度
の
事
業
年
度
末
に

お
け
る
協
会
の
準
備
金
の
額
か
ら
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
当
該
各
事
業
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
当
該
交

付
さ
れ
た
額
の
累
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額
）
の
う
ち
最
も
高
い
額

三

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
当
該
一
の
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
納
付
額
を
原
資
と
し
て
、

協
会
に
対
し
て
交
付
さ
れ
た
額
の
累
計
額

附
則
第
五
条
の
次
に
次
の
見
出
し
及
び
三
条
を
加
え
る
。

（
国
庫
補
助
の
特
例
）

第
五
条
の
二

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
、
国

庫
は
、
第
百
五
十
一
条
、
第
百
五
十
三
条
及
び
第
百
五
十
四
条
に
規
定
す
る
費
用
の
ほ
か
、
協
会
が
拠
出
す
べ
き

同
法
附
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
転
換
支
援
金
（
日
雇
特
例
被
保
険
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。）の
納
付

に
要
す
る
費
用
の
額
に
第
百
五
十
三
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
補
助
す
る
。

第
五
条
の
三

平
成
二
十
九
年
度
及
び
平
成
三
十
年
度
の
各
年
度
に
お
い
て
、
国
庫
は
、
第
百
五
十
一
条
、
第
百
五

十
三
条
、
第
百
五
十
四
条
及
び
前
条
に
規
定
す
る
費
用
の
ほ
か
、
協
会
が
拠
出
す
べ
き
介
護
納
付
金
（
日
雇
特
例

被
保
険
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
額
に
介
護
保
険
法
附
則
第
十

一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
概
算
納
付
金
の
額
に
対
す
る
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
補
正
後
概
算
加
入
者
割
納
付
金

の
額
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
第
百
五
十
三
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
補
助
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
六
十
条
第
十
六
項
中
「
の
額
」
と
あ
る
の
は
、「
の
額
（
協
会
が
管
掌
す
る
健
康

保
険
に
お
い
て
は
、
そ
の
額
か
ら
附
則
第
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
国
庫
補
助
の
額
を
控
除
し
た
額
）」と
す
る
。

第
五
条
の
四

平
成
三
十
一
年
度
に
お
い
て
、
国
庫
は
、
第
百
五
十
一
条
、
第
百
五
十
三
条
、
第
百
五
十
四
条
及
び

附
則
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
費
用
の
ほ
か
、
協
会
が
拠
出
す
べ
き
介
護
納
付
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
額
に

介
護
保
険
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
概
算
納
付
金
の
額
に
対
す
る
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
補
正
後

概
算
加
入
者
割
納
付
金
の
額
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
第
百
五
十
三
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗

じ
て
得
た
額
を
補
助
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
六
十
条
第
十
六
項
中
「
の
額
」と
あ
る
の
は
、「
の
額（
協

会
が
管
掌
す
る
健
康
保
険
に
お
い
て
は
、
そ
の
額
か
ら
附
則
第
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
国
庫
補
助
の
額
を
控
除

し
た
額
）」と
す
る
。

（
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
」
を「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
五
」に
、「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
五

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八
」
に
、「
第
二
十
一

条
の
五
の
二
十
八

第
二
十
一
条
の
五
の
三
十
一
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
九

第
二
十
一
条
の
五
の
三
十

二
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
九
第

二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
五
の
四
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九

第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
五
の
七
第
十
三
項
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
二

項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
一

項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
一

項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
二
項
」
に

改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
三
第
一
項
又
は
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
第
一
項
又

は
」
に
、「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
三
第
一
項
第
十
一
号
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
第
一
項
第
十
一
号
」

に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
第
一
項
」
に

改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
三
第
一
項
」
を「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
第
一
項
」に
、「
第

二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
第
二
十
一

条
の
五
の
二
十
一
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
二
第
一
項
」に
、「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
三
第
一
項
」

を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二

十
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第

四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
章
第
二
節
第
四
款
中
第
二
十
一
条
の
五
の
三
十
一
を
第
二
十
一
条
の
五
の
三
十
二
と
し
、
第
二
十
一
条
の
五

の
二
十
八
か
ら
第
二
十
一
条
の
五
の
三
十
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
第
一
項
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
五
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十

六
第
二
項
」
に
改
め
、
第
二
章
第
二
節
第
三
款
中
同
条
を
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八
と
し
、
第
二
十
一
条
の
五
の

二
十
六
を
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
五
第
一
項
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第

三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第

四
項
」
に
改
め
、
第
二
章
第
二
節
第
二
款
中
同
条
を
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
五
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
三
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の

十
八
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第

一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
二
項
」

に
改
め
、
同
項
第
六
号
及
び
第
七
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
一
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
二

第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
九
第

一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
と
す
る
。





第
二
十
一
条
の
五
の
七
第
十
三

項

第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
二
項

第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
一
項

第
二
号

第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
一

項

都
道
府
県

第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
一
項

第
一
号
の
指
定
通
所
支
援
に
従
事

す
る
従
業
者
に
係
る
都
道
府
県

第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
二

項

指
定
通
所
支
援
の
事
業

第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
一
項

第
二
号
の
指
定
通
所
支
援
の
事
業

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
三
第

一
項
第
一
号

第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
一
項
の

第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
一
項

第
一
号
の
指
定
通
所
支
援
に
従
事

す
る
従
業
者
に
係
る

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
三
第

一
項
第
二
号

第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
二
項

第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
一
項

第
二
号

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
第

一
項
第
三
号

第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
一
項
の

第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
一
項

第
一
号
の
指
定
通
所
支
援
に
従
事

す
る
従
業
者
に
係
る

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
第

一
項
第
四
号

第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
二
項

第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
一
項

第
二
号

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の

十
九
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第

二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
四
項
」

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
三
と
し
、
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
一
を
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
二

と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
四
項
」
に

改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
一
と
し
、
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
を
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
と
し
、

第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
を
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
と
し
、
第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
を
第
二
十
一
条
の
五
の
十

八
と
し
、
第
二
十
一
条
の
五
の
十
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
共
生
型
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
の
特
例
）

第
二
十
一
条
の
五
の
十
七

児
童
発
達
支
援
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
児
通
所
支
援
に
係
る
障
害
児
通

所
支
援
事
業
所
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定

（
当
該
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
障
害
児
通
所
支
援
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
種
類
の
同
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。）、
同
法
第
四
十
二
条
の
二
第

一
項
本
文
の
指
定
（
当
該
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
障
害
児
通
所
支
援
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の
同
法
第
八
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限

る
。）、
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
指
定
（
当
該
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
障
害
児
通
所

支
援
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の
同
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。）若
し
く
は
同
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
（
当
該
障
害
児
通
所
支
援
事

業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
障
害
児
通
所
支
援
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の
同
法
第
八
条
の
二

第
十
二
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。）又
は
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
二
十
九
条
第
一
項
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定

（
当
該
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
障
害
児
通
所
支
援
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
種
類
の
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
て
い
る
者
か
ら

当
該
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
に
係
る
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
一
項
（
前
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
第
二
十
一

条
の
五
の
十
五
第
三
項
（
前
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
一
項
の
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
一
項
第
一
号
の
指
定
通
所
支
援
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
」
と
、

同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
二
項
」
と
あ
る
の
は「
第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
一
項
第
二
号
」

と
す
る
。
た
だ
し
、
申
請
者
が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
別
段
の
申
出
を
し
た
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

一

当
該
申
請
に
係
る
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
の
従
業
者
の
知
識
及
び
技
能
並
び
に
人
員
が
、
指
定
通
所
支
援

に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二

申
請
者
が
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
指
定
通
所
支
援
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
従
つ

て
適
正
な
障
害
児
通
所
支
援
事
業
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

都
道
府
県
が
前
項
各
号
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

基
準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一

指
定
通
所
支
援
に
従
事
す
る
従
業
者
及
び
そ
の
員
数

二

指
定
通
所
支
援
の
事
業
に
係
る
居
室
の
床
面
積
そ
の
他
指
定
通
所
支
援
の
事
業
の
設
備
に
関
す
る
事
項
で
あ

つ
て
障
害
児
の
健
全
な
発
達
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

三

指
定
通
所
支
援
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
つ
て
、
障
害
児
の
保
護
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用

の
確
保
並
び
に
障
害
児
の
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

四

指
定
通
所
支
援
の
事
業
に
係
る
利
用
定
員

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
者
が
同
項
の
申
請
に
係
る
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
指

定
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
は
、
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
三
項
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
一
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
つ
て
、
同
項
の
申
請
に
係
る
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も

の
か
ら
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
指
定
通
所
支
援
の
事
業
に
つ
い

て
、第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

一

介
護
保
険
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
障
害
児
通

所
支
援
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）に
係
る
同
法
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止

又
は
休
止
の
届
出

二

介
護
保
険
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
障
害

児
通
所
支
援
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）に
係
る
同
法
第
百
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事

業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出

三

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限

る
。）に
係
る
同
法
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出

第
一
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
つ
て
、
同
項
の
申
請
に
係
る
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も

の
は
、
介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に

係
る
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）又
は
同
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も

の
に
限
る
。）を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

廃
止
又
は
休
止
の
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
を
行
つ
た
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
指
定
通
所
支
援
の
事
業
に
つ

い
て
、
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な

す
。
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第
二
十
四
条
の
十
四
の
二
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
の
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
一
の
」
に
、「
第
二

十
一
条
の
五
の
二
十
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
一
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
二
十
第
七
項
中
「
第
百
七
条
」
を
「
第
百
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
二
十
二
第
五
項
中
「
第
百
八
条
」
を
「
第
百
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
第
四
号
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
一
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
二
第
一
項
」に
、

「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
医
療
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
二
項
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
、
介
護
医
療
院
」
を
加
え
る
。

第
一
条
の
六
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
、「
介
護
医
療
院
」
と
は
、
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
介
護
医
療
院
を
い
う
。

第
七
条
の
二
中
第
五
項
を
削
り
、
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七
項
を
第
六
項
と
し
、第
八
項
を
第
七
項
と
す
る
。

第
十
六
条
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
当
該
病
院
の
医
師
が
当
該
病
院
に
隣
接
し
た
場
所
に
待
機
す
る
場
合
そ
の
他
当
該
病
院
の
入
院
患
者

の
病
状
が
急
変
し
た
場
合
に
お
い
て
も
当
該
病
院
の
医
師
が
速
や
か
に
診
療
を
行
う
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場

合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
中
「
か
ら
第
六
項
」
を
「
か
ら
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
五
項
中
「
第
一
項
か
ら
第
三
項

ま
で
」
と
あ
り
、
及
び
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
改
め
、「
同
項
中
」
を
削
る
。

第
三
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
四
条
第
二
項
第
三
号
、

第
四
十
六
条
の
四
第
一
項
第
二
号
、
第
四
十
六
条
の
五
第
六
項
並
び
に
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四

号
中
「
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
又
は
介
護
医
療
院
」
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、「
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
介

護
医
療
院
」
に
、「
正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
」
を
「
正
当
な
理
由
が
な
く
」
に
、「
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を

「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
又
は
介
護
医
療
院
」
に
改
め
る
。

第
六
十
六
条
の
三
及
び
第
七
十
条
第
一
項
中
「
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
又
は
介

護
医
療
院
」
に
改
め
る
。

（
社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
一
節

第
二
節

第
三
節

地
域
福
祉
計
画
（
第
百
七
条
・
第
百
八
条
）

社
会
福
祉
協
議
会
（
第
百
九
条

第
百
十
一
条
）

共
同
募
金
（
第
百
十
二
条

第
百
二
十
四
条
）
」を

「
第
一
節

包
括
的
な
支
援
体
制
の

第
二
節

地
域
福
祉
計
画
（
第
百

第
三
節

社
会
福
祉
協
議
会
（
第

第
四
節

共
同
募
金
（
第
百
十
二

整
備
（
第
百
六
条
の
二
・
第
百
六
条
の
三
）

七
条
・
第
百
八
条
）

百
九
条

第
百
十
一
条
）

条

第
百
二
十
四
条
）

」に
改
め
る
。

第
二
条
第
三
項
第
十
号
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
又
は
介
護
医
療
院
」
を
加
え
る
。

第
四
条
中
「
行
う
者
」
の
下
に「（
以
下
「
地
域
住
民
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
与
え
ら
れ
る
」
を
「
確
保
さ
れ

る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

地
域
住
民
等
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
当
た
つ
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
地
域
住
民
及
び
そ
の
世

帯
が
抱
え
る
福
祉
、
介
護
、
介
護
予
防
（
要
介
護
状
態
若
し
く
は
要
支
援
状
態
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護

状
態
若
し
く
は
要
支
援
状
態
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
を
い
う
。）、
保
健
医
療
、
住
ま
い
、
就
労
及
び
教
育

に
関
す
る
課
題
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
地
域
住
民
の
地
域
社
会
か
ら
の
孤
立
そ
の
他
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
必
要
と
す
る
地
域
住
民
が
日
常
生
活
を
営
み
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
上
で

の
各
般
の
課
題
（
以
下
「
地
域
生
活
課
題
」
と
い
う
。）を
把
握
し
、
地
域
生
活
課
題
の
解
決
に
資
す
る
支
援
を
行

う
関
係
機
関
（
以
下
「
支
援
関
係
機
関
」
と
い
う
。）と
の
連
携
等
に
よ
り
そ
の
解
決
を
図
る
よ
う
特
に
留
意
す
る

も
の
と
す
る
。

第
五
条
中
「
尊
重
し
」
の
下
に「
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
係
る
取
組
を
行
う
他
の
地
域
住
民
等
と
の
連
携
を
図
り
」

を
加
え
る
。

第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
住
民
等
が
地
域
生
活
課
題
を
把
握
し
、
支
援
関
係
機
関
と
の
連
携
等
に
よ
り

そ
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
促
進
す
る
施
策
そ
の
他
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
各
般
の
措
置
を
講
ず
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
章
中
第
三
節
を
第
四
節
と
し
、
第
二
節
を
第
三
節
と
す
る
。

第
百
七
条
及
び
第
百
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
市
町
村
地
域
福
祉
計
画
）

第
百
七
条

市
町
村
は
、地
域
福
祉
の
推
進
に
関
す
る
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
一
体
的
に
定
め
る
計
画（
以

下
「
市
町
村
地
域
福
祉
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
福
祉
、
障
害
者
の
福
祉
、
児
童
の
福
祉
そ
の
他
の
福
祉
に
関
し
、
共
通
し
て
取
り

組
む
べ
き
事
項

二

地
域
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
事
項

三

地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
健
全
な
発
達
に
関
す
る
事
項

四

地
域
福
祉
に
関
す
る
活
動
へ
の
住
民
の
参
加
の
促
進
に
関
す
る
事
項

五

前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
事
項

２

市
町
村
は
、
市
町
村
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
地
域
住

民
等
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

市
町
村
は
、
定
期
的
に
、
そ
の
策
定
し
た
市
町
村
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て
、
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を
行
う

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
市
町
村
地
域
福
祉
計
画
を
変
更
す
る
も
の
と
す

る
。

（
都
道
府
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
）

第
百
八
条

都
道
府
県
は
、
市
町
村
地
域
福
祉
計
画
の
達
成
に
資
す
る
た
め
に
、
各
市
町
村
を
通
ず
る
広
域
的
な
見

地
か
ら
、
市
町
村
の
地
域
福
祉
の
支
援
に
関
す
る
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
一
体
的
に
定
め
る
計
画
（
以

下
「
都
道
府
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
」
と
い
う
。）を
策
定
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
福
祉
、
障
害
者
の
福
祉
、
児
童
の
福
祉
そ
の
他
の
福
祉
に
関
し
、
共
通
し
て
取
り

組
む
べ
き
事
項

二

市
町
村
の
地
域
福
祉
の
推
進
を
支
援
す
る
た
め
の
基
本
的
方
針
に
関
す
る
事
項

三

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
に
従
事
す
る
者
の
確
保
又
は
資
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項

四

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
の
推
進
及
び
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
健
全
な
発
達
の
た
め
の
基
盤

整
備
に
関
す
る
事
項

五

市
町
村
に
よ
る
第
百
六
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
実
施
の
支
援
に
関
す
る
事
項

２

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
を
策
定
し
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、あ
ら
か
じ
め
、

公
聴
会
の
開
催
等
住
民
そ
の
他
の
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

都
道
府
県
は
、
定
期
的
に
、
そ
の
策
定
し
た
都
道
府
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
に
つ
い
て
、
調
査
、
分
析
及
び
評

価
を
行
う
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
を
変

更
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
章
中
第
一
節
を
第
二
節
と
し
、
同
節
の
前
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
一
節

包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備

（
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
等
を
経
営
す
る
者
の
責
務
）

第
百
六
条
の
二

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
を
経
営
す
る
者
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
も
の
（
市
町

村
の
委
託
を
受
け
て
こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う
者
を
含
む
。）は
、
当
該
事
業
を
行
う
に
当
た
り
自
ら
が
そ
の
解
決
に

資
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
地
域
生
活
課
題
を
把
握
し
た
と
き
は
、
当
該
地
域
生
活
課
題
を
抱
え
る
地
域

住
民
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
支
援
関
係
機
関
に
よ
る
支
援
の
必

要
性
を
検
討
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
支
援
関
係
機
関
に
対
し
、
当
該
地

域
生
活
課
題
の
解
決
に
資
す
る
支
援
を
求
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
六
項
に
規
定
す
る
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
又
は
同
法
第
十
条
の
二
に
規
定

す
る
拠
点
に
お
い
て
同
条
に
規
定
す
る
支
援
を
行
う
事
業

二

母
子
保
健
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
母
子
健
康
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
事
業
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三

介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業

四

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
七
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
掲

げ
る
事
業

五

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
五
十
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業

（
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
）

第
百
六
条
の
三

市
町
村
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
実
施
そ
の
他
の
各
般
の
措
置
を
通
じ
、
地
域
住
民
等
及
び
支
援

関
係
機
関
に
よ
る
、
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
の
相
互
の
協
力
が
円
滑
に
行
わ
れ
、
地
域
生
活
課
題
の
解
決
に
資

す
る
支
援
が
包
括
的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

地
域
福
祉
に
関
す
る
活
動
へ
の
地
域
住
民
の
参
加
を
促
す
活
動
を
行
う
者
に
対
す
る
支
援
、
地
域
住
民
等
が

相
互
に
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
拠
点
の
整
備
、
地
域
住
民
等
に
対
す
る
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
地
域
住
民

等
が
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
環
境
の
整
備
に
関
す
る
事
業

二

地
域
住
民
等
が
自
ら
他
の
地
域
住
民
が
抱
え
る
地
域
生
活
課
題
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提

供
及
び
助
言
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
、
支
援
関
係
機
関
に
対
し
、
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
の
整

備
に
関
す
る
事
業

三

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
を
行
う
者
そ
の
他

の
支
援
関
係
機
関
が
、
地
域
生
活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
相
互
の
有
機
的
な
連
携
の
下
、
そ
の
解
決
に
資

す
る
支
援
を
一
体
的
か
つ
計
画
的
に
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
業

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な

指
針
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
老
人
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
四
第
一
項
第
五
号
中
「
第
五
条
の
二
に
」
を
「
第
五
条
の
二
第
一
項
に
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
六
項
中
「
第
百
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
八
第
八
項
中
「
第
百
七
条
」
を
「
第
百
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
九
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
第
百
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、

同
条
第
六
項
中
「
第
百
八
条
」
を
「
第
百
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
含
む
」
の
下
に
「
。
第
十
一
項
を
除
き
、
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同

項
第
六
号
中
「
供
与
さ
れ
る
」
を
「
供
与
を
さ
れ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
供
与
す
る
」
を「
供
与
を
す
る
」

に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中

「
第
八
項
」
を
「
第
九
項
」
に
、「
採
る
」
を
「
と
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

14

都
道
府
県
知
事
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
者
が
こ
の
法
律
そ
の
他
老
人
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
で
政
令
で

定
め
る
も
の
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
入
居
者

の
保
護
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
設
置
者
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
九
条
第
十
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
供
与
」
の
下
に「（
将
来
に
お
い
て
供
与
を
す
る

こ
と
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
八
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

９

有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
者
は
、
当
該
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
係
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
情
報
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム

に
お
い
て
供
与
を
す
る
介
護
等
の
内
容
及
び
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
状
況
に
関
す
る
情
報
で
あ
つ
て
、
有
料
老

人
ホ
ー
ム
に
入
居
し
よ
う
と
す
る
者
が
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
選
択
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。）を
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
事
項
を
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
二
条
中
「
第
八
条
第
二
十
五
項
」
を
「
第
八
条
第
二
十
九
項
」
に
、「
介
護
保
険
施
設
そ
の
他
」
を
「
介
護

医
療
院
そ
の
他
の
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
。」の
下
に
「
附
則
第
九
条
の
二
第
四
項
を
除
き
、」を
加
え
る
。

附
則
第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
支
払
基
金
の
納
付
等
）

第
九
条
の
二

支
払
基
金
は
、
政
令
で
定
め
る
年
度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
年
度
」
と
い
う
。）の
翌
年
度

の
末
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
、
支
払
基
金
が
平
成
二
十
年
度
か
ら
対
象
年
度
ま
で
の
間
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
期
間
」
と
い
う
。）に
お
い
て
附
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
者
か
ら
徴
収

し
た
病
床
転
換
支
援
金
等
の
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
病
床
転
換
支
援
金
等
徴
収
額
」
と
い
う
。）か
ら
対
象

期
間
に
お
い
て
附
則
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
に
要
し
た
費
用
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
第
三
項
に

お
い
て
「
国
庫
納
付
等
算
定
対
象
額
」
と
い
う
。）の
範
囲
内
に
お
い
て
、
対
象
期
間
に
お
け
る
健
康
保
険
法
の
規

定
に
よ
る
病
床
転
換
支
援
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
補
助
金
並
び
に
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ

る
病
床
転
換
支
援
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
国
庫
負
担
金
、
調
整
交
付
金
及
び
補
助
金
の
額
の
病
床

転
換
支
援
金
等
徴
収
額
に
対
す
る
割
合
並
び
に
病
床
転
換
支
援
金
等
徴
収
額
に
係
る
利
子
を
勘
案
し
て
支
払
基
金

が
国
庫
に
納
付
す
べ
き
額
を
定
め
た
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
額
を
国
庫
に
納
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

16

都
道
府
県
知
事
は
、
介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
（
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生

活
介
護
の
指
定
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
た
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
者
に
対
し
て
第
十
四
項
の
規
定
に
よ

る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
、当
該
指
定
を
し
た
市
町
村
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

17

都
道
府
県
知
事
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
者
が
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
と
き
、
そ
の
他

入
居
者
の
心
身
の
健
康
の
保
持
及
び
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
入
居
者
に

対
し
、
介
護
等
の
供
与
を
継
続
的
に
受
け
る
た
め
に
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
第
九
項
及
び
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
十
一
項
、
第
十
三
項

及
び
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
中
「
規
定
」
の
下
に
「
又
は
第
二
十
九
条
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
」
を
加
え
る
。

第
三
十
九
条
中
「
第
二
十
九
条
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
二
十
九
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に

よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒

み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。

第
四
十
一
条
中
「
関
し
、」の
下
に
「
第
三
十
八
条
（
第
二
十
九
条
第
十
四
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）又
は
」
を
加

え
る
。

附
則
第
七
条
第
一
項
中
「
第
百
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
条

介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
六
条
第
一
項
中
「
及
び
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
並
び
に
第
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第
七
項
の
規
定
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
（
施
行
日
の
前
日

ま
で
に
旧
老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
届
出
が
さ
れ
た
も
の
そ
の
他
の
前
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
た
日
以
後
に
入
居
し
た
者

に
係
る
前
払
金
に
つ
い
て
適
用
す
る
。





３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
者
が
同
項
の
申
請
に
係
る
第
二
十
九
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け

た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
は
、
第
四
十
三
条
第
三
項
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字

句
と
す
る
。

第
二
十
九
条
第

六
項

第
四
十
三
条
第
二
項

第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号

第
四
十
三
条
第

一
項

都
道
府
県

第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
都
道
府
県

第
四
十
三
条
第

二
項

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事

業

第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
事
業

第
四
十
九
条
第

一
項
第
一
号

第
四
十
三
条
第
一
項
の

第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る

第
四
十
九
条
第

一
項
第
二
号

第
四
十
三
条
第
二
項

第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号

第
五
十
条
第
一

項
第
三
号

第
四
十
三
条
第
一
項
の

第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る

第
五
十
条
第
一

項
第
四
号

第
四
十
三
条
第
二
項

第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
基
金
が
国
庫
に
納
付
す
べ
き
額
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

支
払
基
金
は
、
対
象
年
度
の
翌
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
、
国
庫
納
付
等
算
定
対

象
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
対
象
期
間
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
病
床
転
換
支
援
金
の
納
付
に

要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
調
整
交
付
金
の
額
の
病
床
転
換
支
援
金
等
徴
収
額
に
対
す
る
割
合
及
び
病
床

転
換
支
援
金
等
徴
収
額
に
係
る
利
子
を
勘
案
し
て
支
払
基
金
が
都
道
府
県
に
交
付
す
べ
き
額
を
定
め
た
と
き
は
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
額
を
都
道
府
県
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

支
払
基
金
は
、
対
象
年
度
の
翌
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
、
病
床
転
換
支
援
金
等

徴
収
額
か
ら
対
象
期
間
に
お
い
て
附
則
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
及
び
当
該
業
務
に
関
す
る
事
務
の
処

理
に
要
し
た
費
用
の
額
並
び
に
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
基
金
が
国
庫
に
納
付
す
る
額
及
び
前
項
の
規
定
に
よ

り
支
払
基
金
が
都
道
府
県
に
交
付
す
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
対
象
期
間
に
お
け
る
各
保

険
者
（
国
民
健
康
保
険
に
あ
つ
て
は
、
市
町
村
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
負
担
の
額
の
病
床
転
換
支
援

金
等
徴
収
額
に
対
す
る
割
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
割
合
及
び
病
床
転
換
支

援
金
等
徴
収
額
に
係
る
利
子
を
勘
案
し
て
支
払
基
金
が
各
保
険
者
に
対
し
交
付
す
べ
き
額
を
定
め
た
と
き
は
、
政

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
額
を
各
保
険
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
則
第
十
条
中
「
か
ら
第
百
六
十
一
条
ま
で
」
を
「
、
第
百
六
十
条
、
第
百
六
十
一
条
」
に
改
め
る
。

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
共
生
型
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
特
例
）

第
四
十
一
条
の
二

居
宅
介
護
、
生
活
介
護
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
に
つ
い
て
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
指
定
（
当
該
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
よ
り
行

わ
れ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の
同
法
第
六
条
の
二
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
障
害
児
通
所
支
援
に
係
る
も
の
に
限
る
。）又
は
介
護
保
険
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
（
当

該
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の

同
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。）、
同
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文

の
指
定
（
当
該
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
種
類
の
同
法
第
八
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。）、
同
法
第
五
十

三
条
第
一
項
本
文
の
指
定
（
当
該
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
応
じ
て
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の
同
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限

る
。）若
し
く
は
同
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
（
当
該
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
応
じ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種
類
の
同
法
第
八
条
の
二
第
十
二
項
に
規
定
す
る
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
て
い
る
者
か
ら
当
該
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
係
る
第
三

十
六
条
第
一
項
（
前
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各

号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
第
三
十
六
条
第
三
項
（
前
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
六
条
第
三
項
第
二
号
中
「
第
四
十
三

条
第
一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業

者
に
係
る
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
四
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」

と
す
る
。
た
だ
し
、
申
請
者
が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
別
段
の
申
出
を
し
た
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

一

当
該
申
請
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
従
業
者
の
知
識
及
び
技
能
並
び
に
人
員
が
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
従
事
す
る
従
業
者
に
係
る
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二

申
請
者
が
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
に
従
っ
て
適
正
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

２

都
道
府
県
が
前
項
各
号
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
基
準
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

基
準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
。

一

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
従
業
者
及
び
そ
の
員
数

二

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
居
室
の
床
面
積

三

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
障
害
者
又
は
障
害
児
の
保
護
者
の

サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
の
確
保
、
障
害
者
等
の
適
切
な
処
遇
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
秘
密
の
保
持
等
に
密

接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

四

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
利
用
定
員

４

第
一
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
、
同
項
の
申
請
に
係
る
第
二
十
九
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
か
ら
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い

て
、
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

一

児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
通
所
支
援
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）に
係
る
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
事

業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出

二

介
護
保
険
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）に
係
る
同
法
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
又
は
休

止
の
届
出

三

介
護
保
険
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）に
係
る
同
法
第
百
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃

止
又
は
休
止
の
届
出

５

第
一
項
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
、
同
項
の
申
請
に
係
る
第
二
十
九
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
は
、
介

護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）又
は
同
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）を
廃
止
し
、

又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
廃
止
又
は
休
止
の
日
の
一

月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
を
行
っ
た
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
当
該
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
、
第
四
十

六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
八
十
八
条
第
七
項
中
「
第
百
七
条
」
を
「
第
百
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
九
条
第
五
項
中
「
第
百
八
条
」
を
「
第
百
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。





平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各

号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
三
条
の
規
定
並
び
に
次
条
並
び
に
附
則
第
十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
一

条
、
第
三
十
六
条
及
び
第
四
十
七
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
の
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
中
介
護
保
険
法
第
百
五
十
二
条
及
び
第
百
五
十
三
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
百
二
条
第
一
項
、
第
二

百
三
条
第
一
項
及
び
第
二
百
十
四
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
同
法
附
則
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
の
改
正
規
定
並

び
に
同
法
附
則
第
十
三
条
を
同
法
附
則
第
十
五
条
と
し
、同
法
附
則
第
十
二
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、

第
二
条
中
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
以
下
「
平
成
十
八
年
旧

介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）第
百
五
十
二
条
及
び
第
百
五
十
三
条
の
改
正
規
定
、
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
二

百
二
条
第
一
項
、
第
二
百
三
条
第
一
項
及
び
第
二
百
十
四
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法

附
則
第
九
条
及
び
第
十
条
の
改
正
規
定
並
び
に
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
附
則
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並

び
に
第
五
条
の
規
定
（
健
康
保
険
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
を
除
く
。）並
び
に
附
則
第
三
条
か
ら
第
六

条
ま
で
、
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定

平
成
二

十
九
年
七
月
一
日

三

第
一
条
中
介
護
保
険
法
第
四
十
九
条
の
二
、
第
五
十
条
、
第
五
十
九
条
の
二
、
第
六
十
条
及
び
第
六
十
九
条
の

改
正
規
定
並
び
に
第
二
条
中
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
四
十
九
条
の
二
、
第
五
十
条
及
び
第
六
十
九
条
の
改

正
規
定
並
び
に
附
則
第
十
七
条
及
び
第
二
十
二
条
の
規
定

平
成
三
十
年
八
月
一
日

（
介
護
老
人
保
健
施
設
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
第
一
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規

定
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
以
下
「
旧
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）

第
八
条
第
二
十
八
項
に
規
定
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
（
次
条
に
お
い
て
「
旧
介
護
老
人
保
健
施
設
」と
い
う
。）は
、

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
保
険
法
（
以
下
「
新
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）第
八
条
第
二
十
八
項
に
規
定

す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
（
次
条
及
び
附
則
第
二
十
八
条
に
お
い
て
「
新
介
護
老
人
保
健
施
設
」
と
い
う
。）と
み
な

す
。

第
八
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」と
い
う
。）の
前
日
に
お
い
て
旧
介
護
老
人
保
健
施
設
に
入
所
し
、

旧
介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
受
け
て
い
た
介
護
保
険
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に

規
定
す
る
要
介
護
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
要
介
護
旧
入
所
者
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
施
行
日
以

後
引
き
続
き
前
条
の
規
定
に
よ
り
新
介
護
老
人
保
健
施
設
と
み
な
さ
れ
た
当
該
旧
介
護
老
人
保
健
施
設
に
入
所
し
て

い
る
間
（
当
該
旧
介
護
老
人
保
健
施
設
に
係
る
介
護
保
険
法
第
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し
そ
の

他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
当
該
旧
介
護
老
人
保
健
施
設
か
ら
継
続
し
て
一
以
上
の
他
の
新
介
護
老
人
保
健
施

設
に
入
所
し
た
要
介
護
旧
入
所
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
他
の
新
介
護
老
人
保
健
施
設
に
継
続
し
て
入
所
し
て
い
る
間

を
含
む
。）は
、
新
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
八
項
の
要
介
護
者
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
そ
の
心
身
の
機
能
の
維
持

回
復
を
図
り
、
居
宅
に
お
け
る
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
者
で
あ
る
要

介
護
被
保
険
者
と
み
な
し
て
、
新
介
護
保
険
法
第
四
十
八
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
共
生
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
新
介
護
保
険
法
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
各
号

に
規
定
す
る
都
道
府
県
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
基
準
を
も
っ
て
、
当
該
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
基
準
と
み
な
す
。

第
十
条

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
新
介
護
保
険
法
第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項

各
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
基
準
を
も
っ
て
、
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
基
準
と
み
な
す
。

第
十
一
条

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
一

項
各
号
に
規
定
す
る
都
道
府
県
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
を
も
っ
て
、
当
該
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
基
準
と
み
な
す
。

第
十
二
条

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
十
二
の
二
第

一
項
各
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
を
も
っ
て
、
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
基
準
と
み
な
す
。

（
検
討
）

第
二
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
法
第
百

六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
体
制
を
全
国
的
に
整
備
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

政
府
は
、
前
項
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
被
用
者
保
険
等
保
険
者
等
に
係
る
介
護
給
付
費
・
地
域
支
援
事
業
支
援
納
付
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

平
成
二
十
八
年
度
以
前
の
各
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）及
び
健
康
保
険
法
第
百
二
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
者
と
し
て
の
全
国
健
康
保
険
協
会
（
以
下
「
日
雇
特
例
被
保
険
者
の
保
険
の
保
険
者
と
し

て
の
協
会
」
と
い
う
。）に
係
る
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
概
算
納
付
金
及
び
確
定
納
付
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

第
四
条

平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
概
算
納
付
金
の
額

は
、
第
一
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
る

改
正
後
の
介
護
保
険
法
（
以
下
「
第
二
号
新
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）第
百
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
附
則
第

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
の
十
二
分
の
八
に
相
当
す
る
額
と
同

年
度
に
お
い
て
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
以
下
「
第
二
号
旧
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）附
則

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
額
の
十
二
分
の
四
に
相
当
す
る
額
と
の
合
計
額
と
す

る
。

２

平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
の
保
険
の
保
険
者
と
し
て
の
協
会
に
係
る
介
護
保
険
法
の
規
定

に
よ
る
概
算
納
付
金
の
額
は
、
第
二
号
新
介
護
保
険
法
第
百
五
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

号
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
の
十
二
分
の
八
に
相
当
す
る
額
と
同
年
度
に
お
い
て
第
二
号
旧
介
護
保
険
法
附
則

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
額
の
十
二
分
の
四
に
相
当
す
る
額
と
の
合
計
額
と
す

る
。

第
五
条

平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
確
定
納
付
金
の
額

は
、
第
二
号
新
介
護
保
険
法
第
百
五
十
三
条
第
一
号
及
び
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の

規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
の
十
二
分
の
八
に
相
当
す
る
額
と
同
年
度
に
お
い
て
第
二
号
旧
介
護
保
険
法
附
則
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
額
の
十
二
分
の
四
に
相
当
す
る
額
と
の
合
計
額
と
す
る
。

２

平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
の
保
険
の
保
険
者
と
し
て
の
協
会
に
係
る
介
護
保
険
法
の
規
定

に
よ
る
確
定
納
付
金
の
額
は
、
第
二
号
新
介
護
保
険
法
第
百
五
十
三
条
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
の
規

定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
の
十
二
分
の
八
に
相
当
す
る
額
と
同
年
度
に
お
い
て
第
二
号
旧
介
護
保
険
法
附
則
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
額
の
十
二
分
の
四
に
相
当
す
る
額
と
の
合
計
額
と
す
る
。

第
六
条

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
に
よ
る
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
（
附
則
第
二
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
「
支
払
基
金
」
と
い
う
。）は
、
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定

の
施
行
後
遅
滞
な
く
、
平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
各
被
用
者
保
険
等
保
険
者
及
び
日
雇
特
例
被
保
険
者
の
保
険
の

保
険
者
と
し
て
の
協
会
に
係
る
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
介
護
給
付
費
・
地
域
支
援
事
業
支
援
納
付
金
（
次
項
に

お
い
て
「
納
付
金
」
と
い
う
。）の
額
を
変
更
し
、
当
該
変
更
後
の
額
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

介
護
保
険
法
第
百
五
十
五
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
金
の
額
の
変
更
が
さ
れ
た
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
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（
介
護
医
療
院
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
三
条

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
新
介
護
保
険
法
第
百
十
一
条
第
二
項
及
び
第

三
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
基
準
を
も
っ
て
、
当
該
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
基
準
と
み
な
す
。

（
介
護
保
険
法
施
行
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
三
条

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
は
、
同
項
に
規
定
す

る
介
護
保
険
の
被
保
険
者
と
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
者
で
あ
っ
た
介
護
保
険
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
施
行
日
以
後
に

特
定
適
用
除
外
施
設
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
介
護
保
険
法
第
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す

る
特
定
適
用
除
外
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）か
ら
継
続
し
て
住
所
地
特
例
対
象
施
設
（
介
護
保

険
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
住
所
地
特
例
対
象
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
入
所
又
は

入
居
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
所
等
」
と
い
う
。）を
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
所
在
す

る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
特
定
適
用
除
外
施
設
に
該
当
す
る

施
設
か
ら
継
続
し
て
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
該
当
す
る
施
設
に
入
所
等
を
し
た
こ
と
に
よ
り
当
該
住
所
地
特
例
対

象
施
設
に
該
当
す
る
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

（
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
八
条

平
成
二
十
八
年
度
以
前
の
各
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
及
び
日
雇
特
例
被
保
険
者
の
保
険
の

保
険
者
と
し
て
の
協
会
に
係
る
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
概
算
納
付
金
及
び
確
定
納
付
金
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
十
九
条

平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る

概
算
納
付
金
の
額
は
、
第
二
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）に
よ
る
改
正
後
の
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
第
二
号
新
平
成
十
八
年
旧

介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）第
百
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
附
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
の
十
二
分
の
八
に
相
当
す
る
額
と
同
年
度
に
お
い
て
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
第
二
号
旧
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）

附
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
額
の
十
二
分
の
四
に
相
当
す
る
額
と
の
合
計
額
と
す

る
。

２

平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
の
保
険
の
保
険
者
と
し
て
の
協
会
に
係
る
平
成
十
八
年
旧
介
護

保
険
法
の
規
定
に
よ
る
概
算
納
付
金
の
額
は
、
第
二
号
新
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
百
五
十
二
条
第
一
項
第
二

号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
の
十
二
分
の
八
に
相
当
す
る
額
と
同
年
度
に
お
い

て
第
二
号
旧
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
附
則
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
額
の
十
二

分
の
四
に
相
当
す
る
額
と
の
合
計
額
と
す
る
。

第
二
十
条

平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
に
係
る
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る

確
定
納
付
金
の
額
は
、
第
二
号
新
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
百
五
十
三
条
第
一
号
及
び
附
則
第
十
条
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
の
十
二
分
の
八
に
相
当
す
る
額
と
同
年
度
に
お
い
て
第

二
号
旧
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
附
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
額
の
十
二
分
の

四
に
相
当
す
る
額
と
の
合
計
額
と
す
る
。

２

平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
の
保
険
の
保
険
者
と
し
て
の
協
会
に
係
る
平
成
十
八
年
旧
介
護

保
険
法
の
規
定
に
よ
る
確
定
納
付
金
の
額
は
、
第
二
号
新
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
百
五
十
三
条
第
二
号
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
の
十
二
分
の
八
に
相
当
す
る
額
と
同
年
度
に
お
い
て
第
二

号
旧
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
附
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
額
の
十
二
分
の
四

に
相
当
す
る
額
と
の
合
計
額
と
す
る
。

第
二
十
一
条

支
払
基
金
は
、
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
後
遅
滞
な
く
、
平
成
二
十
九
年
度
に
お
け

る
各
被
用
者
保
険
等
保
険
者
及
び
日
雇
特
例
被
保
険
者
の
保
険
の
保
険
者
と
し
て
の
協
会
に
係
る
平
成
十
八
年
旧
介

護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
介
護
給
付
費
・
地
域
支
援
事
業
支
援
納
付
金
（
次
項
に
お
い
て
「
納
付
金
」
と
い
う
。）の

額
を
変
更
し
、
当
該
変
更
後
の
額
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
第
百
五
十
五
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
金
の
額
の
変
更
が
さ

れ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
二
条

第
三
号
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
第
二
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。）

に
よ
る
改
正
前
の
平
成
十
八
年
旧
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
十
四
条

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
現
に
病
院
又
は
診
療
所
を
開
設
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の

名
称
中
に
病
院
、
病
院
分
院
、
産
院
、
療
養
所
、
診
療
所
、
診
察
所
、
医
院
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
文
字
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
病
院
等
に
類
す
る
文
字
」
と
い
う
。）を
用
い
て
い
る
者
が
、
当
該
病
院
若
し
く
は
診
療
所
を
廃

止
し
て
新
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
（
以
下
「
介
護
医
療
院
」
と
い
う
。）を
開
設

し
た
場
合
又
は
当
該
病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
病
床
数
を
減
少
さ
せ
て
介
護
医
療
院
を
開
設
し
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
介
護
医
療
院
の
名
称
中
に
介
護
医
療
院
と
い
う
文
字
を
用
い
る
こ
と
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
に

該
当
す
る
も
の
で
あ
る
間
は
、
医
療
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
介
護
医
療
院
の
名
称
中
に
病

院
等
に
類
す
る
文
字
（
当
該
病
院
若
し
く
は
診
療
所
を
廃
止
し
た
際
又
は
当
該
病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
病
床
数
を

減
少
さ
せ
た
際
に
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
名
称
中
に
用
い
て
い
た
も
の
に
限
る
。）を
引
き
続
き
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
準
備
行
為
）

第
十
五
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
新
介
護
保
険
法
第
七
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

準
（
介
護
保
険
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）、
新

介
護
保
険
法
第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
介
護
保
険
法
第
四
十
二

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）、
新
介
護
保
険
法
第

百
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
新
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る

介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）、
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
二
項
に
規

定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
介
護
保
険
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）及
び
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
十
二
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
基
準
（
介
護
保
険
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
社
会
保
障
審
議
会
の
意

見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
六
条

前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
新
介
護
保
険
法
の
施
行
の
た
め
に
必
要
な
条
例
の
制
定
又
は
改
正
、
介

護
保
険
法
第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
（
新
介
護
保
険
法
第
七
十
二
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
者
の
申
請
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
手
続
、
介
護
保
険
法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
同
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
（
新
介
護
保
険
法
第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
者
の
申
請
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
手
続
、
新
介
護
保
険
法
第
百
七
条
第
一
項
の
許
可
の
手
続
、
介
護
保
険
法
第

百
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
指
定
（
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
二

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
者
の
申
請
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
手
続
、
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
十
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
同
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
（
新
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
十
二
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
者
の
申
請
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
保
険
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
七
条

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
附
則
第
二
十
二
条
に
お
い
て
「
第
三
号
施
行
日
」
と

い
う
。）前
に
行
わ
れ
た
第
一
条
の
規
定
（
同
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。）に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
の
規

定
に
よ
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。）、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。）、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。）、
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。）又
は
住
宅
改
修
に
係
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。





別
表
第
二
介
護
老
人
保
健
施
設
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

介
護
医
療
院

介
護
保
険
法
第
百
七
条
第
一
項
の
許

可

同
法
第
百
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
介
護

医
療
院
の
廃
止
が
あ
つ
た
と
き
、
同
法
第
百
十

四
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
百
十
五
条
の
三

十
五
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
百
七
条
第

一
項
の
許
可
の
取
消
し
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は

同
法
第
百
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第

百
七
条
第
一
項
の
許
可
の
効
力
が
失
わ
れ
た
と

き
。

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
四
条

第
五
条
の
規
定
（
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
る

改
正
後
の
健
康
保
険
法
（
次
条
に
お
い
て
「
第
二
号
新
健
康
保
険
法
」
と
い
う
。）第
百
五
十
三
条
及
び
第
百
五
十
四

条
並
び
に
附
則
第
四
条
の
四
か
ら
第
五
条
の
三
ま
で
及
び
第
五
条
の
五
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
度
以
後
の
各
年

度
に
お
け
る
全
国
健
康
保
険
協
会
に
対
す
る
国
庫
補
助
の
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
八
年
度
以
前
の
各
年
度

に
お
け
る
全
国
健
康
保
険
協
会
に
対
す
る
国
庫
補
助
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
二
十
五
条

平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
第
二
号
新
健
康
保
険
法
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
第
二
号
新
健
康
保
険
法
附
則
第
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
全
国
健
康
保
険
協
会
に
対
す
る
国
庫
補
助
の
額
は
、

同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
の
十
二
分
の
八
に
相
当
す
る
額
と
同
年
度
に
お

い
て
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
健
康
保
険
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
第
二
号
旧
健
康
保
険
法
」と
い
う
。）

附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
二
号
旧
健
康
保
険
法
第
百
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
額
の
十
二
分
の
四
に
相
当
す
る
額
と
の
合
計
額
と
す
る
。

２

平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
第
二
号
新
健
康
保
険
法
附
則
第
四
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

第
二
号
新
健
康
保
険
法
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
二
号
新
健
康
保
険
法
第
百
五
十
四
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
全
国
健
康
保
険
協
会
に
対
す
る
国
庫
補
助
の
額
の
算
定
に
用
い
ら
れ
る
全
国
健
康
保
険
協
会
が
拠

出
す
べ
き
健
康
保
険
法
第
七
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
介
護
納
付
金
の
う
ち
同
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
日

雇
特
例
被
保
険
者
に
係
る
も
の
（
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
概
算
納
付
金
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
納
付
に
要
す

る
費
用
の
額
は
、
第
二
号
新
介
護
保
険
法
第
百
五
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
の
規
定
に

よ
り
算
定
さ
れ
る
額
の
十
二
分
の
八
に
相
当
す
る
額
と
同
年
度
に
お
い
て
第
二
号
旧
介
護
保
険
法
附
則
第
十
一
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
の
十
二
分
の
四
に
相
当
す
る
額
と
の
合
計
額
と
す
る
。

（
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
十
六
条

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福

祉
法
（
次
条
に
お
い
て
「
新
児
童
福
祉
法
」
と
い
う
。）第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
都
道
府

県
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
も
っ
て
、

当
該
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
基
準
と
み
な
す
。

第
二
十
七
条

新
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
の
規
定
の
施
行
の
た
め
に
必
要
な
条
例
の
制
定
又
は
改
正
、

児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
指
定
（
新
児

童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
者
の
申
請
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
手
続
そ
の
他
の
行
為

は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
療
養
病
床
に
係
る
既
存
の
病
床
数
の
算
定
に
関
す
る
措
置
）

第
二
十
八
条

都
道
府
県
知
事
が
、
医
療
法
第
七
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
場
合
又
は
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
後
の
医
療
法
（
次
条
に
お
い
て
「
新
医
療
法
」
と
い
う
。）第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
医
療
法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
場
合
に
お
い
て
、
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画

に
お
い
て
定
め
る
同
条
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
区
域
に
お
け
る
既
存
の
病
床
数
を
算
定
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
新
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
介
護
医
療
院
の
入
所
定
員
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、既
存
の
療
養
病
床（
同

法
第
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
療
養
病
床
を
い
う
。）の
病
床
数
と
み
な
す
。

（
医
療
法
人
の
設
立
等
に
関
す
る
準
備
行
為
）

第
二
十
九
条

医
療
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
手
続
（
医
療
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
が
、

定
款
又
は
寄
附
行
為
を
も
っ
て
、
新
医
療
法
第
四
十
四
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
事
項
と
し
て
介
護
医
療
院
の

名
称
及
び
開
設
場
所
を
定
め
る
も
の
に
限
る
。）及
び
医
療
法
第
五
十
四
条
の
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
手
続

（
医
療
法
人
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
を
も
っ
て
、
同
号
に
規
定
す
る
事
項
と
し
て
介
護
医
療
院
の
名
称
及
び
開
設
場

所
を
定
め
る
も
の
に
限
る
。）は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
十
条

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
障
害
者

の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
新
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と

い
う
。）第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
都
道
府
県
の
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
条
第

二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
も
っ
て
、
当
該
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
基
準
と
み
な

す
。

第
三
十
一
条

新
障
害
者
総
合
支
援
法
第
四
十
一
条
の
二
の
規
定
の
施
行
の
た
め
に
必
要
な
条
例
の
制
定
又
は
改
正
、

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
法

第
二
十
九
条
第
一
項
の
指
定
（
新
障
害
者
総
合
支
援
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
者
の
申
請
に
係
る
も

の
に
限
る
。）の
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
域
保
健
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
二
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
百
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
百
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」に
改
め
る
。

一

地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
二
項

二

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
三
十
条
第
一
項

（
生
活
保
護
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
十
六
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
指
定
の
手
続
そ
の
他
の
行
為

は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
等
の
一
部
改
正
）

第
三
十
七
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
五
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
四
条
の
三
及
び
第
五
条
第
一
項
第
三
号

二

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
の
二
及
び
第
九
十
七
条
の
二
第
一

項
第
三
号
イ

三

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
四
十
七
条
第
二
項

四

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第

七
条
第
二
号
ロ

（
農
業
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
七
条
中
「
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
」
に
改
め
、「
介
護
老
人
保
健
施
設
を

い
う
。）」
の
下
に
「
又
は
介
護
医
療
院
（
同
法
第
八
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
を
い
う
。）」
を
加
え

る
。

（
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
四
条

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
九
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
三
十
」
に
改
め
る
。

（
生
活
保
護
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
五
条

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
の
二
第
四
項
中
「
及
び
同
条
第
二
十
八
項
」
を「
、
同
条
第
二
十
八
項
」に
改
め
、「
介
護
保
健
施
設
サ
ー

ビ
ス
」
の
下
に
「
及
び
同
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス
」
を
加
え
る
。

第
三
十
一
条
第
四
項
中
「
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
」
に
改
め
、「
介
護
老
人
保
健

施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
の
下
に
「
又
は
介
護
医
療
院（
同
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）」
を
、「
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
若
し
く
は
介
護
医
療
院
」
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
中
「
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
介
護
医
療
院
」
に

改
め
、「
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
」
を
削
り
、「
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
の
下
に
「
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加

え
る
。

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
又
は
介
護
医
療
院
」に
、

「
若
し
く
は
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
若
し
く
は
介
護
医
療
院
」
に
改
め
る
。
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（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
八
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
の
二
十
四
の
項
の
第
一
欄
中
「
農
業
協
同
組
合
及
び
」
を
削
り
、
同
項
の
第
三
欄
中
「
介
護
老
人
保
健

施
設
」
の
下
に
「
若
し
く
は
同
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
」
を
加
え
る
。

（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
九
条

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
五
の
二
の
項
及
び
別
表
第
四
の
四
の
二
の
項
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八
第
一
項
」
を
「
第
二

十
一
条
の
五
の
二
十
九
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
条

看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
の
下
に
「
、
介
護
医
療
院
（
同
条

第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
介
護

老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
介
護
医
療
院
」
に
改
め
る
。

（
地
域
再
生
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
一
条

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
十
四
第
四
項
第
四
号
中
「
第
八
項
」
を
「
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
九
項
」
を
「
第

十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
十
項
」
を
「
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
第
十
二
項
」を「
第

十
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
七
十
条
第
二
項
」
の
下
に「（
同
法
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
第
十
三
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」に
改
め
、

同
条
中
第
十
五
項
を
第
十
九
項
と
し
、
第
十
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
を
四
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、同
条
第
十
項
中「
第

百
十
五
条
の
十
二
第
二
項
」
の
下
に「（
同
法
第
百
十
五
条
の
十
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
百
十
五
条
の
二
第
二
項
」
の
下

に「（
同
法
第
百
十
五
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項

を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

12

都
道
府
県
知
事
は
、
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
市
町
村
の
長
か
ら
通
知
を
求

め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
同
意
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
関
係
市
町
村
の
長
に
対
し
、
そ
の
旨

を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

13

前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
関
係
市
町
村
の
長
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
十

一
項
の
同
意
に
関
し
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
当
該
関
係
市
町
村
の
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の
調
整
を

図
る
見
地
か
ら
の
意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
の
十
四
第
八
項
中
「
第
七
十
八
条
の
二
第
四
項
」
の
下
に「（
同
法
第
七
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次

の
二
項
を
加
え
る
。

８

都
道
府
県
知
事
は
、
介
護
保
険
法
第
七
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
市
町
村
の
長
か
ら
通
知
を
求
め
ら
れ

た
場
合
に
お
い
て
、
第
六
項
の
同
意
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
関
係
市
町
村
の
長
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
関
係
市
町
村
の
長
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
六

項
の
同
意
に
関
し
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
当
該
関
係
市
町
村
の
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の
調
整
を
図

る
見
地
か
ら
の
意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
の
二
十
二
第
一
項
中
「
同
条
第
十
四
項
（
同
条
第
十
五
項
」
を
「
同
条
第
十
八
項
（
同
条
第
十
九
項
」

に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
二
十
三
及
び
第
十
七
条
の
二
十
四
中
「
同
条
第
十
四
項
」
を
「
同
条
第
十
八
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
二
十
五
第
一
項
中
「
、
第
七
項
及
び
第
九
項
」
を
「
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
十
一
項
か
ら
第
十
三

項
ま
で
」
に
、「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
八
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
認
定
市
町
村
」と
、「
同
意
」

と
あ
る
の
は
「
規
定
に
よ
る
記
載
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
同
意
に
関
し
、
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
規
定

に
よ
る
記
載
に
関
し
、
認
定
市
町
村
」
と
、
同
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、「
で
き
る
」
と
」
の
下
に
「
、
同
条
第
十
二

項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
認
定
市
町
村
」
と
、「
同
意
」
と
あ
る
の
は
「
規
定
に
よ
る
記
載
」
と
、
同

条
第
十
三
項
中
「
同
意
に
関
し
、
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
規
定
に
よ
る
記
載
に
関
し
、
認
定
市
町
村
」と
」

を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
七
条
の
十
四
第
十
二
項
」
を
「
第
十
七
条
の
十
四
第
十
六
項
」
に
改
め
る
。

（
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条

高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
項
第
一
号
中
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
、
同
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
」

を
加
え
る
。

（
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
三
条

道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
」
を
「
、
介
護
老
人
保
健
施
設
又
は
介
護
医
療
院
」
に
、「「
介

護
老
人
保
健
施
設
」
を「「
介
護
医
療
院
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
同
条
第
二
十
八
項
」
を
「
、
同
条
第
二

十
八
項
」
に
改
め
、「
介
護
老
人
保
健
施
設
」
の
下
に
「
又
は
同
条
第
二
十
九
項
に
規
定
す
る
介
護
医
療
院
」
を
加
え

る
。

（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
四
条

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法

律
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
中
「
第
百
五
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
百
五
十
三
条
」
に
改
め
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
五
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
一
条
第
六
項
中
「
第
百
七
条
」
を
「
第
百
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
第
四
項
中
「
第
百
八
条
」
を
「
第
百
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
六
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五

年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
十
二
の
項
中
「
第
二
十
一
条
の
五
の
三
十
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
三
十
一
」
に
改
め
る
。

（
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
七
条

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
う
ち
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）附
則
第
二
十
二
条
の
改
正
規
定
中「
並

び
に
」
を
「
、
第
七
十
五
条
の
七
第
一
項
、」に
改
め
、「
同
条
第
二
項
」
に
」
の
下
に
「
、「
）
中
「
及
び
後
期
高
齢
者

支
援
金
等
」
を
「
）
並
び
に
第
八
十
一
条
の
二
第
九
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
」に
」

を
加
え
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
十
八
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
規
定
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。）の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け

る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
十
九
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る

経
過
措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

山
本

早
苗

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

松
野

博
一

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

農
林
水
産
大
臣

山
本

有
二

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一






